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本書をお読みになる前に 


このたびは東芝デジタルスチルカメラ Allegretto M 81 をお買い上げいただきまして、まことにあ 
0がとラございます。 

お求めの製品を正しく使っていただくためにお使いになる前に取扱説明書をよくお読みください。 
お読みになったあとはいつも手元においてご使用ください。 


商標について 


ラジオ、テレビなどへの電波障害について 


本書の読み方 


- Macintosh [ま 、 Apple Computer , Inc . の商標です。 
- MS - DOS、Windows は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録 
商標です。 

Windows の正式名称は、 IVHcr 日 soft Windows 
Operating System です。 

- SmartMedia 、 スマート^ディアは株式舍社東芝 
の商標です。 

•その他の社名と商品名は各社の商標または登録商標 
です。 


f 制巧の 


データの消失や故障、性能低下を起こさないために 
守ってほしいこと、仕様や機能に関して知っておい 
てほしいことです。 



知っておくと便利なことです。 


腐"参照先を示しますご P.XX 


-この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議 
会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報処理装置で 
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受 
信機に接近して使巧されると、受信障害を引さ起こ 
すことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取0扱いをしてくださ 
し、。 
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• 電源を入れる/切る （ P .38) 
•撮影する （ P .41) 

-再生する （ P .80) 

• 消まする （ P .87) 


Alle 宫 retto を使う準備をしましよう 
( P .19〜 P .38) 


撮影しましょう （ P .41) 

辨 P 2 -カメラおまかせモードで楽々撮影しましょう （ P .46) 

-力;ラにまかせて^に撮0たい （ P .47、 P .49) 

■人物を浮を上がらせて撮影する （ P .47、 R 49) 

-風景を撮影する （ R 47、 P .49) 

-動きのあるものを撮影する （ P .47、 P 百日） 

. 夜景と人物をきれいに撮影する （ R 47、 P .50) 
■連続した動きを撮影する （ P .47、 P .51) 

S 七 P 3 -色々な撮影の種類を使ってみましょう 

- ズーム撮影する ( P .52) 

■距離を指定して撮影する ( P .54) 

-セルフタイマーで撮影する （ P . 巳己） 

■スト□ボを使って撮影する （ P . 巳巨） 

■動画で撮影する （ P .7 已） 

^ tP 4 —細かく設定モードで思い通りに撮影しましょう 

-画像サイズと画質を変更する ( P .44) 

-絞り優先で撮影する （ P . 己8、 P .63) 

•シャッター速度優先で撮影する （ P . 已8、 P .6 己） 

-長時間麗光撮影する （ P . 己8、 P .68) 

-露出補正する （ P . 巳8、 P .69) 

■自動で露出をずらして撮影する （ P . 已8、 P .71) 

-連続撮影する （ P . 巳8、 P .72) 

-白バランスを設定する （ P . 己8、 P .6 日） 


Alle 呂 retto には、簡単な撮影ち法か6、自分で細かく設定するち法まで色々な方法があります。 

また、撮影するだけではなく、その他に便利な機能もたくさんあります。次の「目的別マップ」をご 
覧になりなが6、 Alle 旨 retto を使ってみましよう。 
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画像をパソコンへ取り込む （ P .121 、別冊の『パソコンインターフェース取扱説明書』 


が EP 1- 消去しましよう （ P . 目 7) 

^ P 2- その他にも消去方法がありまず 

. フォルダと画像をいちどに消去する ( P .89) 
-フォルダをすべて消去する （ P .89) 

• フオーマツトする （ P .91) 


〜便利な機能を使いこなそラ〜 

•画像を消ましないようにする （ P .10 巨） 
•撮影した画像のサイズを変更する ( P .94) 
•撮影した画像を再圧縮する （ P .9 日） 

-別のスマートメディアへコピーする （ P .98) 
•現像（プリント）情報を書さ込む （ P .102) 

-画像の詳細情報を表おする （ P .] 1 6) 

-液晶モニターの表示を切り誓える （ P .]] 7) 
•テレビを使って撮影/再生する （ P .119) 


戶 EP 1- 再生しましよう （ P . 吕 0) 

把 P 2 -色々な再生方法び選べまず 

■動画を再生する （ P .81) 

-ズーム再生する ( P .84) 

-自動再生する （ P .8 已） 

■簡易動画再生する （ P .8 巨） 

-画像を一覧表示する ( P .83) 

. 画像の詳細情報を表示する （ P .]16) 


. 日時を設定する （ P .111) 

-フオーマツトする ( P .91) 

-液晶モニターの明るさを調節する （ P .] 1己） 

-液晶モニターの表示を切り誓える （ P .117) 

•液晶 モニターを 消す ( P .117) 

-電子音（ピピツ）を消す ( P .1 1 1) 

•フォルダを切り誓えたい （ P .92) 

-画像の色を設定する（カラー/白黒/セピア） ( P .77) 
•電源の自動オフ時間を変更する ( P .110) 

•液晶モニターの言語を変える （ P .112) 
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() 内は Alls 邑 retto M 81 での機能名でず。 


□ aA □ □ □ . 49 

□ *□□□□□ . 50 

□ が □ □ □ . 50 

□ 因 □ 16 □ □ □ . 51 

■ズーム撮影ずる . 已2 
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■他の機器との接続 . 123 
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■仕様 . 124 
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■用語 . 133 
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まを上のご注意 


ご使用の前に、この安全上のごま意をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

この取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損書を未然に防ぎ、安全に正しくお 
使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示•図記号）をよく理解してか6本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


*1 :傷善とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが， 
やけど-感電などをいいます。 

* 2 :物的損善とは、 家屋 ’家財などにかかわる拡大損害を 
いいます。 


-夕- 


図記号 

図記号の意ほ 

0 

禁止 （してはいけないこと）をおします。 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近く 
に絵や文章で指示します。 

参 

強制 （必ずすること）を示します。 
具体的な強制内容は、図記号の中や近く 
に絵や文章で指示します。 


•地震および当社の責任政外の火災、第兰者による行為、 
その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他 
異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当 
社は一切責任を負いません。 

•本製品の使用または使用不能か b 生ずる付随的な損喜 
(事業利なの損失、事業の中断、記録内容の変化-消失 
など）に関して、当社は一切責任を負いません。 

•取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損 
害に関して、当社は一切責任を負いません。 

•当社び関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合 
わせによる誤動作などから生じた損害に関して、当社 
は一切責任を負いません。 


表示 

表示の意ほ 

A を巧 

"誤った取扱いをすると人が死 
こする、または重傷を負ラ危険 
が差し迫って発生する可能性の 
あること"を示します。 

A 警告 

"誤った取扱いをすると人が死 
t するまたは重傷を負う可能性 
のあること"をおします。 

A ミ主意 

"誤った取扱いをすると人が傷 
害*1を負ラ可能性、まには物的 
損害* 2 のみが発生する可能性の 
あることを示します。 


免責事頃について 


表示の説明 


図記号の説明 
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まを上のごを意-つヴき 


A を巧 


電池を加熱したり、分解したり、义 
や水の中に入れないこと 

破裂•発火-発熱により、乂が-大けび 


0 


の原因となります。 


禁止 


電池を A ンマーでたたいたり、踏み 
つけたり、落下させたり、強い衝撃 
を与えないこと 


0 


破裂•発义-発熱により、火災-大けび禁止 
の原因となります。 


電池は指定された用途にのみ使用ず 
ること 

指定じ(外の用途に使用すると、電ミ也の破 
梨•発火-発熱により、火巧-大けびの 
原因となります。 


〇 

強制 
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まを上のごを意-つヴを 


A 警告 


A 警告- 


異臭、発煙、過熱などの異常が発生 
したとをは電源を切り、電池や AC 
アダプターを取りはずずこと 

そのまま使用すると义災-感電-やけど 
の原因となります。修®はお買い上げの 
販売店にご巧頼ください。 

異物や水などが機器の内部に入った 
とさは電源を切り、電池や AC アダ 
プターを取りはずすこと 

そのまま使用すると义が-感電の原因と 
なります。お買い上げの販売店にご連絡 
<ださい。 

機器を落としたり、ケースを破損し 
たとをは電源を切り、電池や AC ア 
ダブターを取りはずずこと 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。お買い上げの販売店にご連絡 
<ださし、。 


雲源プラグを 
コンセントか6 
掘す 

プラグを 
コンセントか6 
痴ブ 


ごヴを一 


ぐ 6 ついた台の上、 かたむいたとこ A 
ろなど不を定な場所に置かないこと 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因とな 
ります。 禁止 

水びかかる場所で使用しないこと 

火災-感電の原因とな0ます。雨天、降 
雪、海岸、水辺での使用は特にご注意く kAhw , 

ださい。 水めれ示止 


風呂場-シャワー室で使巧しないこ 
と 

火災•感電の原因となります。 


(§) 


風呂、 

シヤワー室での 
使巧禁止 


^ 金属類や燃えやずい物など異物を内 
^4^ 部に入れないこと 

火災•感電の原因となります。スマート 
巧け デイアカノ '^一を開けて内部に異物を入 
れたり、落とし込んだりしないで<ださ 
-し、。 


0 


禁山 
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まを上のごを意-つヴき- 


么警告-つヴき- 


ZL 警ち-コヴき- 


分解•改造•修理しないこと 

火災•感電の原因となります。修理、内 
部の点検はお買い上げの販売店にご依頼 
ください。 

分解禁止 

電池は幼巧の手の届く場所に置かな 
いこと 

電池をおテさまび飲み込んだりすると、 
中毒の原因となります。をし、飲み込ん 
だ場合は、すぐに医師に相談してくださ 
し)。 

0 

禁止 

雷び鳴りだした5電源配線-テレビ 
配線に軸れないこと 

感電の原因となります。 

(D 

接触禁止 

電池の液びもれて目に入ったとさ 
は、すぐにきれいな水で目を洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に障害び起を 
る原因となります。 

〇 

強制 

歩行中、自動車、オートバイなどを 
運転中に使用しないこと 

転倒-交通事故の原因となります。 

0 

禁止 



AC アダプターは、表示された電源 
電圧 （ AC 100 V -120 V ) で使巧ず 
ること 

指示電源電圧 LU 外で使用すると、火災- 
感電の原因となります。 


指定の電池、指定の AC アダプター 
を使巧ずること 

指定(外のちのを使用すると、火災•故 
障’誤動作の原因となります。 

〇 

強制 

〇 

強制 
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まを上のごを意-つヴを- 


A ミち意 


么を 意-っづ 3- 


航空機内で使用ずるときは航空会社 
の指示に従うこと 

航空管制上、使用び制限される場合びあ 

0ます。 

〇 

強制 

移動させるときはコードやケーブル 
をはずずこと 

コードやケーブルが傷つさ、火災•感電 
の原因となることがあります。 

〇 

強制 

湿気 • 湯気 • 油煙 • ほこりのをい場 
巧で使用しないこと 

火災-感電の原因となることがありま 
す。 

0 

禁止 

落としたり、強い衝撃を与えないこ 
と 

火災•感電-故障の原因となることがあ 

0ます。 

0 

禁止 

車の中など温度び高<なる場所に放 
置しないこと 

ケースや内部の部品に悪い影響を与え、 
火災の原因となることがあります。 

0 

禁止 

お手入れずるときは、電池や AC ア 
ダプターをはずすこと 

取りつけたまま行ラと、感電の原因とな 
ることびあ0ます。 

〇 

強制 

巧や布団の上に置いたり、おおった 
りしないこと 

熱がこもってケースが変形し、火災の原 
因となることがあります。風通しのよい 
状態でご使用ください。 

0 

禁止 

長期間使用しないときは電池や AC 
アダプターをはずすこと 

义災の原因となることびあります。 

〇 

強制 

電池の極性表示 （+ と一の向き）に 
ま意し、正しく入れること 

入れろを間違えると、乂巧-けびや周囲 
を巧損する原因となることびあります。 

〇 

強制 




- - 


を備 撮該 再生 消去便利にその化付録 











まを上のごを意-つヴき- 


么を意 -っヴき- 


么を意- コヴき- 


同姻の電池は充電しないこと 

液ちれ-破裂などにより、やけど•け 
がの原因となることがあります。 

〇 

強制 

フアインダーを通して太陽を見ない 
こと 

目を痛める原因となることがあります。 

0 

禁止 



目のおくでスト□ボを発光させない 
こと 

一時的な視力障害の原因となることびあ 
0ます。 

0 

禁止 

電池に表示されている r 使用推奨期 
限」を過ぎたり、使い切った電池は 
入れておかないこと 

液ちれ' 破裂などにより、やけど-けび- 
故障の原因となることびありまず。 

〇 

強制 

液晶モニターに衝撃を与えないこと 

-破損したり、ガラスが割れたり内部の液 
がでてくることがあります。内部の液が 
目に入ったり、体や衣服についたとさは 
されいな水で洗い流してください。目に 
入った場合は、その後医師の治療を受け 
て < ださい。 


新しい電池と古い電池、種類の異な 
る電池をまぜて使用しないこと 

液ちれ•破裂などにより、火災、けがや 
周囲を巧損する原因となることがありま 
す。 

〇 

強制 

0 

禁止 

持ち運ぶときに振り回さないこと 

ストラップに手を通したまま本体をぶら 
ぶらさせると、人や物にぶつけたりして 
けが-故障の原因となることがありま 
す。 

0 

禁止 

2 年に 1 度く目いは内部の掃除を販 
売店にご相談ください 

機器の内部にほこりがたまると、火災- 
故障の原因となることがあります。掃除 
費用については、お買い上げの販売店に 
-ご相談ください。 

〇 

強制 


を備 撮該 再生 消去便利にその化付録 
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正し < お ffi いいただ < ために 


本製品の取り扱いについて 


ご使用の際は、 r 安全上のごを意」 op . s ) および次の内容をよくお読みになり、記載事項をお守り 
ください。 

•巧のよラな場所でのほ用や保管は避けて < ださい 

•湿気やゴ S 、 ほこりの多いところ 

•直射日光のあたるところ 

•高温または低温のところ 

-引火性の高いガスが充満しているところ 

•ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近く 

•振動の激しいところ 

•油煙や湯気の当たるところ 

•強い磁場の発生するところ（モーター、トランス、磁石のそばなど） 

-防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品に長時間接触するところ 

•砂びかからないよラにして<ださい 

砂は本製品の大敵です。砂がかかると故障の原因になるだけではなく、修理でさなくなる 
ことをあ0ます。 

海辺や砂地、砂ぼこりが起こる場所などでは、特にごを意ください。 

•結露にごを意<ださい 

本製品を寒いところから急に暖かいところに持ちこんだとさなど、内部やレンズなどに水 
滴がつく（結露する）ことがあります。 

その場合は電源を切り、1時間ほどたってからお使いください。また、スマートメディア 
に水滴がついたとさは、本体か6取り出し、水滴をふを取った後しば6くたってからお使 
いください。 


準備 


撮霞 


再を 


消去 


便利に 


その他 


巧録 
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正し<ぉ使いいただ < ために-つづを- 


•お手入れするとをは 

-レンズ、液晶モニター表面、ファインダーなどは、傷を防ぐためにブ□アーブラシなど 
でほこりをはらい、かわいた柔6かい巧などで軽くふいてください。 

■本体は、かわいた柔日かい巧などでふいてください。シンナー、ベンジンおよび殺虫剤 
など揮発性の物をかけないで<ださい。変質•変形したり、塗料がはげるなどの原因と 
なります。 

•巧巧でほラとまは 

■本製品は国内仕様のため、付属している保証書は国内に限6れています。旅行先で万一、 
故障や不具をが生じた場合は、持ち帰ったあと、国内のお買い上げ店にご相談ください。 

■空港で預ける旅行カバンなどに本製品を入れないでください。荷扱いによっては、大き 
な衝撃を受けて、外観には変化がなくてち内部部品の故障の原因となることがあります。 

♦お気にごま意 

-本機のスピーカーのそばにクレジットカードや 
キャッシュカード、磁気定期券、フ□ッピーディス 
クなど、磁気の影響を受けやすいをのを近づけない 
でください。データがこわれて、使用でさなくなる 
場をがあります。 



準備 


撮影 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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正し<ぉ使いいただ < ために-つヴを- 


を 

備 


撮 

霞 


再 

を 


電池にごいて 


•本機の性能を充分に弓 I き出すために、単3形ニッケル水素電池、単3お U チウム電池の使用を推奨い 
にします。 

•アルカ U 電池は使用可能ですが、個体差による寿命のバラツキが大きく、しかも低温時は性能が低下 
するために撮影枚数が極端に少なくなることがあります。 

•本機に付属しているアルカ U 電池は購入時の動作確認用ですので、寿命が短い場合があります。 

•単3形マンガン電池はご使用でさません。 

•本機は電源日 F F の状態でを微謁ながら電流を消費しますので、使用しない場合は電池を取り外して 
おくことをおすすめします。ただし、日付•時刻が初期設定に戻ることがありますので、ご使用時に 
は巧度設定してください。 


消去 


便利に 


その他 


巧録 
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正し<お使いいただ < ために-つづを- 


電池の巧り巧いについて 


か巧と 電池に表示された警告、ま意を必ず守ること 

口 電池の破裂-液ちれにより、火が-けび-故障の原因となることびあります。 

V _ J 


■ 使用ずる電池は、 

• 指定むがの電池は使用しないこと 
♦極性 [(+) と （一)] を間違えて挿入しないこと 
♦加熱•分解•シヨートしたり、义①中に入れないこと 
参同個の電池は充電しないこと 

参充電式電池をご使用になる場合は、電池及び充電器の説明書をよくお読みになり、 
正しく取り扱うこと（本機では巧電できません） 

♦電池に表示されている[使用推奨期限]を過ぎたり、使い切った電池は入れておか 
ないこと 

• 新しい電池と古い電池、種類の異なる電池をまぜて使用しないこと 

これ6を守5ないと、液ちれ.破 S などにより、やけど•けびの原因となることびあります。 
電ミ也内部のあびちれたとさは、巧に触れないでくださし、。 

ちし、液び皮膚や衣類についたとさは、すぐにされいな水で洗い流してください。液び目に 
入ったとさは、すぐにをれいな水で洗い医師のミ台療をラけてください。器具に付着した場合 
は、液に直接触れないよラに巧を取ってください。 


準備 


撮霞 


再生 


消去 


便がに 


その化 


付録 
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正し<ぉほいいただ < ために-つヴを- 


0 


AC アダプターの巧り巧いについて 


本機には、おず指定の AC アダプター ( PDR - ACM 1 JK 別売)をご使用ください。それ！;(外の AC ア 
ダプターを使用すると、故障の原因となることがあります。 

ご使用の際は、「安全上のごま意」（ご P .8) および次の内容をよくお読みになり、記載事項をお守り 
<ださい。 

• AC アダプターの接点部に、他の金属が触れないよラにしてください。ショートする危険 
があります。 

-接続するとさは、コードのプラグを本体の DC IN 已 V 端テにしっかり差し込んでくださ 
し^。それじ(がの端子に差し込むと故障の原因となることがあります。 

•接続コードを巧くとさは、本体の電源を切り、プラグを持って抜いてください。コード 
を引っ張らないでくださし、。 

•落としたり、強い衝撃をあたえないでください。 

-高温多湿のところでは使用しないでください。 

-電池動作中に AC アダプターを差し込まないで<ださい。一度電源を切ってから差し込 
んで < ださい。 

• AC アダプターは 室内専用です。 

• AC アダプターは指定の機器料がには使用しないでくださし、。 

•使用中、 AC アダプターが熱くなることがありますが、故障ではありません。 

-内部で発振音がすることがありますが、異常ではありません。 

•ラジオの近くで使用すると、雑音が入る場合がありますので、離してお使いください。 

-本体が動作中に電池または AC アダプターをはずすと、曰時が保持されないことがあり 
ます。日時を設定し直してください OP . lll )。 


準備 


撮霞 


再生 


消去 
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その他 
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本製品をご使用になる前にご確認ください。 


□ □□□□□ 

DD 3DDDD4DD 



AV 日 



□□□□□□□□□!□□ □□ 




CD-ROMD 1 D D □□□□□□ 

□ □□□□□ 




付属品 



撮該 


再生 消去便利にその化付 録 
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D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 
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□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □日 
□日 

D 


D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □日 
□ □ □ 
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る部の名祝 
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る部の名称-つヴを- 












巧 

録 


消 

去 


再 

生 


撮 

該 


をードダイヤル I 


SET - UP モ ー K OP . 103) - 

カメラの基本設定 

(オートパワーオフ時間/ビープ音/ 
曰時設定/モニターの言 I 言選択/ 
ビデオ出力設を/11像のクオ U ティ、 
サイズを設定する/初期設定に戻す） 
を行います。 f 



動画モード （：) P .75)- 

動画を撮霞します。 


各部のち称-つヴを- 


その他 


便がに 


- PC モード OP . l 吕 1) 

画像をパソコンに取0込みます。 

詳細について 

:) 后 I 」冊の『パソコンインターフエース耽巧説明書』 




-再生モード OP . SO ) 

画像の再生、コピー、サイズ変更、圧縮、 
消去禁止、プ U ント情報の書き込みなど 
を行います。 


-才ート撮影モード （：) P .41、46) 

状況別の自動撮影びでさます。力方ラび 
自動的に露出（シャッター速度と絞りの 
組み合わせ）などを制御するので、簡単 
に撮影でさます。 


マニュアル撮影モード OP . 已 8) 

白バランス、露出、絞り値、シャッター 
速度 、 AE (自動露出合わせ） 

位置などを手動で設定します。 
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る部の名称-つヴき- 


お晶表示部 


本体の状態を表示します。液晶モニターを日 N にしていなくても、本体の状態を確認でさます。 
表示される文字、数字、アイコンなどは、設定により異なります。 


セルフタイマー撮影（ご P •已己) 
電池残量- 




スト□ボ撮影 OP. 已 6) 

表术なし：才ー ト 


W 

己 


蝶! 


I 二 ItlW 


i<i> 


赤目強制発光 
強制発光 
発光禁止 


画像クオリティ （CP.44) 


★★★ 

★★ 


FINE 

NORMAL 

BASIC 


スマー トメディア 
挿んちみ 
画像サイズ （：)P.44) 

■ 2400 x 1 600ピクセル（静止画） 
320 X 240 ピクセル（動画） 

(FUL1_) 

H ] 200 x 800 ピクセル（静止画） 
160 x 1 2□ピクセル働画） 

(HALF) 

|^ p =| 720 x 480 ピクセ J レ（静止画） 
(SMALL) 


カウンタ表示例 

(表示はちードダイヤルの状態により異なります） 


巧 I 時刻表示：[田] W のとき 
だ]撮霞可能枚数： [0][ m 0] のとき 


PI ： 


站幻 撮霞可能時間：[，]のとき 
PC の文字：[パ]のとを 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その化 


付録 
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ネックストラップをごける 


本体にネックストラップをつけると、持ち運びのときなどに便利です。 

また、撮影時は落下を防ぐため、ネックストラップを首にかけて、本体をお持ちください。 

V 取り付け酣こ、ネックストラップの先端を通ず 


ム f 巧端部をネックストラップに通し、引っ張る 


お知3せ-お巧い 


-本機をご使用にならないとさは、必ず付属のレンズキャップを取り付けて<ださい。 

•上記手順1、2と同じ要領で、レンズキャップを取り付け部につなぎ止めることで紛失防止びで 
をます。 

-本機の電源を切り、レンズび本体に納まった状態でレンズキャップを取り付けてください。 

-レンズキャップを取り付けたままで電源を入れないでください。 



撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 


- 24 - 





























電池を装着する 


本力:><ラは単3電池 （4 本）を使用します。電池の取り扱いについては、 P .1 日を必ずお読みくださ 
い。 


電池を入れる 


f す^^, C ホ 巧リ- 

-電池の出し入れは必ず電源を切ってから行ってください。電源を入れた状態で、電池の出し入れ 
を行ラと、日時設定が初期値に戻ったり、カメラの設定 （ SET - UP ご P .1 日目、マニュアル設定 
：) P 5 S ) び U セットされます。 


V 電池カバー□ツクをはずし①、カバーをず6 
し、開ける③ 


乙 t ちの図のよ5に正しい向まで電池を入れる 



撮該 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 


-25 - 























電池を装着する-つヴを- 


再 

を 


消 

去 


3 ^ 電池カバーを巧め、スライドし①、□ックず 
る③ 

電池カバーが確実に閉まっていることをご確認ください。 



電おをはずす 


入れるときの手順と同じようにはずしてください。 


巧 di トト C-f I 巧卜 


電池をはずすとさは、誤って落下させないよラ気をつけてください。 


便利に 


その他 


巧録 
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電おを装着する-つヴを- 


電池の消耗 


電源び入っているときは、液晶モニターや'液晶表示部に電池残量び表示されます。 



5►□□□□い 

> □□□□□み 

•■星 


電池鶏量十分 

i MM 


電池鶏量少し減った 

4 Jl 

[互 

電池鶏量わずか 

早目に新しい電池と交換する 


[コ 

電池鶏量なし（電源び入5ない） 

新しい電池と交換する 


•初めて使ラとさ、または電池を入れずに長時間放置したとさは、日時設定 (0 P .1 1 1) を行っ 
て < ださい。 

•電池びなくなった状態で、電池交換を行ラ場含、 AC アダプターを差し込まないでください。電 
池残量のチェックが正常に機能しなくなります。 

-電池残量は、力;><ラの液晶部、スト□ボ、撮影、再生に必要な電気量に基づいて算出されていま 
す。カメラ操作に必要な充分な量びない時には、まだ電池残量びかしあっても液晶表示部は残量 
なしとな0ます。 

• 電池持続時間の 目を 

新品のアルカ U 電池で、連続して撮影、再生でさるコマ数/時間の目まです。 

ただし、本体の使用環境溫度や撮影する画像のサイズ、画質、ズームの使用率によって異なりまず。 

撮影時（萬温においてスト□ボ使用率] 00%の場含） 

液晶モニター日 N の状態 . 約 24 日 コマ 

液晶モニター OFF の状態 . 約 300 コマ 

再生時（スライドショー連続動作時間） 

約11曰分 


撮霞 


再生 


消去 
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AC アダプターを (£5 


屋内などコンセントがある場所では、 AC アダプター相 Ij 売品： PDR-ACM1J) を使うと、長時間 
の撮影がでさます。また、電池消耗による撮影の失敗やパソコンへのデータ伝送の失敗などを防ぐこ 
とがでさます。 AC アダプターの取り扱いについては、 P. 18を必ずお読みください。 


われ Mag が河 q - 


AC アダプターの抜さ差しは必ず本体の電源を切ってから行ってくださし、電源び入った状態で 
行うと、カメラの設定 （SET-UP ご P. 109、マニュアル設定：） P . 己 8) び U セットされたり、 
故障の原因となることびあります。 


V AC アダプターの接続プラグを本付:の DC IN 
5 V 端子に差し込む 


2 / AC アダプターの電源プラグをコンセントに 
差し込む 
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AC アダプターをほラ-つヴを- 


電池び装着され、すでに電源び入っている状態で、 AC アダプタを差し込むと、カメラレンズが 
自動的におさまり、電源び切れます。その時は巧び電源を入れてください。 

AC アダプタが差し込まれ、すでに電源が入っている状態で、電池を入れてち影響はありません。 
しかし、電池を入れたあと、 AC アダプタを抜くと、カメラレンスびおさめられないまま、電源 
び自動的に切れます。その時は再び電源を入れてください。 


撮 
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再生 
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スマートメディアについて 


スマートメディアとは、撮影した画像を保存してお<ための記憶媒体です。電源を切ってを撮影した 
画像が消えず、繰り返し書さ込みや消去がでさます。 

本製品では次の容量のスマートディアを使用でさます。お買い求めのラえ、ご使用<ださい。 

2 M 巨/ 4 M 目/ 8 M 目/1日 M 目/ 32 M 目/日 4 MB / 128 M 目（すべて 3.3 V タイプ） 

また、別売の PC カードアダプターやフ□ッピーディスクアダプター（ご P .122) と接続して 、 PC 
カードやフ□ッピーディスクとして使用し、画像をパソコンに取り込むことがでさます。 


ごほ用上のお願い 


• スマート;><ディアのセットや取り出しは電源を切った状態で行ってください。 

•次の場含、記録したデータが消滅することがあります。弊社は一切その責任を負いかね 
ますので、あらかじめご了承ください。 

-お客様または第王者がスマート><ディアの使い方を誤ったとさ 
-スマートメディアが静電気や電気的ノイズの景ミ響を受けたとき 
-スマートメディアへ記録動作中-消去動作中*フォーマット動作中にスマート X 
ディアを取り出したり、電源を切ったとさ 

•大切なデータは別のディア（フ□ッピーディスク、八ードディスク、 M 日ディスクな 
ど）にコピーして、保存されることをおすすめします。 

•画像の記録-消去（フォーマット）中は、絶対にスマート:ディアを取り出したり、電 
源を切ったりしないでください。スマート:ディアが破壊されることがあります。 

• 指定じ(外のスマート:ディアを使用しないでください。無理にご使用になると本製品の 
故障の原因となります。 

•スマート;><ディアは精密電子機器です。巧げたり、強い力やショックを加えたり、落と 
したりしないでください。またズボンのポケットなどに入れないでください。座ったと 
さなどに壊れるおそれがあります。 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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スマートメディアについて-つづを- 


- 強い静電気-電気的ノイズの発生しやすい環境でのご使用-保管は避けて<ださい。 

-高温多湿の場所、または腐食性のある環境でのご使用-保管は避けてください。 

-スマートディアの電極部（金色の部分）にゴ S や異物がつかないよラに、また触らな 
いよラにごま意ください。ミちれは、かわいた柔らかい巧などで拭いてください。 

•スマートディアの持ち運びや保管は、静電気による影響を避けるため、必ず専用の静 
電気防止ケースに入れてください。 

■長時間お使いにならないときは、本体からスマート:ディアを取り出して保管してくだ 
さい。 

-静電気を帯びたスマート x ディアを力ラに入れると、力ラが誤作動する場合があり 
ます。このよラな場合は、いったん電源を切ってから再び電源を入れ直してください。 

•長時間お使いになったあと、取り出したスマートディアが暖かくなっている場合があ 
りますが、故障ではありません。 

-スマート x ディアにち寿命があります。長期間使用するラちに書さ込みや消去がでさな 
くなった場合は、新しいをのをお求めください。 

•インデックスラベルは付属のちのをご使用ください。市販のラベルを貼ると、スマート 
x ディアを出し入れする際、故障の原因となります。 


スマートメディアをセツトする 


V POWER ボタンを巧し、電源を切る 

防電源を切る：） P .38 


撮該 


再生 


消去 


便利に 


その化 


付録 
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スマートメディアについて-つづを- 


^ スマートメデイアカバーのノブをち印方向にス 
ライドずる① 

カバーび 開きます ②。 



或 


スマートメディアの電極部（金をの部分）を力 
メラの背面に向け、ゆっくり巧まで巧し込む 

しっかり奥まで差し込んでくださし、。 


中 


スマートメディアカバーを閉める 

新しいスマートメディアを使ラとさは、必ずスマートメ 
ディアのフオーマット OP . Sl ) を行ってくださし、。 




撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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スマートメディアについて-つづを- 


スマートメディアを取り出す 




スマートメディアへ記録中（ファインダーランプび赤色に点灯中）は、絶対にスマートメディア 
カバーを開けたり、スマート六ディアを取り出さないでください。スマート六ディア、またはス 
マートメディアのデータび破壊されることびあります。 


// POWER ボタンを巧し、電源を切る 

腹^電源を切る：） P .38 

^スマートメデイアカバーのノブをち印方向にス 
ライドずる① 

カバーび開きます⑨。 


3 ^ スマートメディアを與へがし込み、つまんで 
取り出す 

スマートメディアをいったん奥に押し込むと、スマート 
:ディアがかし手前に出てきます。指でつまんで取り出 
して < ださい。 




撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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スマートメディアについて-つヴを- 


斗 f スマートメデイアカバーを閉める 



誤記録防止について 


大切なデータを誤って消さないために、ライトプ□テク 
トシールをライトプ□テクトエ U アにはって<ださい。 
記録-消去がでをなくなります。記録-消去するときは、 
シールをはがします。 



お巧5せ•お巧い 


シールび巧れていると誤記録防止び機能しないことびあります。かわいた柔らかい布などで、巧 
れをふさとってください。はびしたシールの再利用はでさません。 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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液晶モニターの表示（撮影時) 


表示される文字、数字、アイコンなどは設定されている内容によって異なります。 
液晶モニターは OFF に設定してを、必要に応じて、自動的に日 N になります。 
[因]再生モード時については P .1] 日をご覧ください。 


旧 


のとを 


モードダイヤルの状態 


撮影モード 


ズームが態 


フオー カスエリア 

(シャツターボタン半押し厳 

マク□撮影 
電池残量 



撮影可能枚数 

(設定されているサイズ-クオ U テイのちの) 


スト□ボ状態 


サイズ 

クオリティ 

セルフタイマー撮影 


日付（年•月•日） 
時刻 


手ブ レマーク 


^AE (自動露出設定） 


適合時：緑 
不適合時：赤 


撮霞 


再生 


消去 


便がに 


その他 


付録 
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液晶モニターの表示-っづを- 


118 ^ 


のとを 


モードダイヤルの状態 


マニュアル設定 


ズームが態 


フオーカスエリア 

(シャツターボタン半巧し瞄 

マク □撮影 



撮影可能枚数 

(設定されているサイズ-クオ U テイのちの） 


スト□ボ状態 
サイズ 
クオリティ 
セルフタイマー撮影 


ヒストグラム^^= 


^シャツター速度 


露出補正^ 


ヒストグラム 

被写体の色調の分布をグラフ表示したものです。ヒストグラムの横軸は明るさを（左側び暗、ち 
側び明)、縦軸は各明るさのレベルでのピクセル数を表しています。 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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液晶モニターの表示-つヴを- 


のとを 


モードダイヤルの状態 


ブ‘— /. *1 半首医 


撮影可能時間 

(設定されているサイズ-クオリティのちの） 


マクロ撮影 
電池残量 



サイズ 

クオ IJ テイ 

セルフタイマー撮影 


日付（年•月•日） 
時刻 


被写体の画像の細かさなどによって、記録されるデータ量び一定ではないため、記録後の撮影可 
能枚数び減らない場合びあります。 

記録後やモード切り換え後に、表示び一瞬乱れることびありますび、撮影には影響ありません。 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その化 


付録 
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電源を入れる/切る 


電源を入れる 


/ノ 


スマートメディアびセツトされているか巧認ずる （ご P .31) 


2 , POWER ボタンを巧し、電源を入れる 

電源を入れたら、モードダイヤルを目的のモードに合わ 
せて < ださい。 

撮景》するとをは、レンズキヤップをはずしてください。 
撮景ミのモード（[〇] [ mO ] [，])にすると、レ 
ンズが出てをます。 

電源を入れると才ートパワーオフ機能がはたらきます。 


われ 



一定の時間（初期設定：約]分）何の操作をしないと、電池の消耗を防ぐため電源び切れた状態 
になります。これをオートパワーオフ状態といいます。通萬の状態に戻すには、電源を再投入し 
て < ださい。 

岐オートパワーオフ機能についてご「オートパワーオフ （P.110)」 


電源を切る 


V POWER ボタンを巧し、電源を切る 

電源び切れます。 

カメラを使用しないとさはレンズキャップをはめておいてください。 

-3S- 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 


その他 


巧録 






















構文かた 


撮影するときは本体をしっかり持ち、レンズ、スト□ボに指やストラップがかからないようにしてく 
ださい。 


時い例 


両手で力ラを持ち、脇をしっかりしめる 


厲い例 


レンズに指びかかっている 
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シャツターホタンの巧しかた 


シャッターボタンは、2段階（半巧し一全押し）になっています。半押しで AF (自動ピント合わ 
せ）と AE (自動露出制御）を行い、全押しで撮影されます。 


//半巧し（趕<巧して、透中でとめる）① 

AF (自動ピント合わせ） - AE (自動露出制御）（ご付録用 
語）び作動します。 

AF - AE □ックすると、ビープ音(〇 P . 111 ) が鳴り、 
ファインダーランプが緑点灯します。 

2 / を巧し（さ5に巧し込む）③ 

撮影されます。 

スマート>ディアへ記録中は、ファインターランプがホ点'なします。 



raiiHi 


己ディアへ記養 


記録中はスマートメディアカバーを開けたり、スマートメディアを取り出さないで<ださい。スマート 
メディアまたはデータび破壊されることびあります。 


シャッターボタンを半巧ししてから、フォーカスび合ラまでの間、液晶モニターの画像び暗くなる場合びあります。 
画枠の中央 L ソがにピントや露出を合わせたいとをは、目的の被写体を画枠の中央に移動し、半巧し (AF- 
AE □ッ ク） 状態にしたまま、構図を戻して全押し（撮影）します。 

シャッターボタンを押すとさカメラび動くと、写真びブレる原因となります。 

本製品は正確なオートフォーカス機構を採巧していますび、次のような条件•被写体に対してはオート 
フオーカスび働をにくく、ピントびちわないことびあります。 


-高速で移動する被写体 
•鏡-車のボディーなど光ミ尺びあるちの 
-コントラスト（明暗の差）び極端に低いとき 
-被写体の明暗差びはっきりしないとを 
(白壁や背景と同色の服を着ている人物など） 

-被写体び遠くて暗いとさ 

フ オー カスび合わない場合、無限遠の位置でフ オー カスを固定します（スト□ボ使用時は約1 .5m の位 
置で固定します。マク□撮影時は至近距離に合わせます)。 


被写体の手前や後方に物体び共存するとさ 
(才 U の中の動物や木の前の人物など） 
髪の毛や毛皮のように反射しにくいもの 
煙や炎などの実体のないちの 
ガラス越しの被写体 


- 40 - 


再を 


消去 


便利に 


その他 


巧録 

























撮影ずる{オート撮露) 


一般的な撮影方法です。撮該状況に応じて、自動的に露出（シャッターま度と絞りの組み合せ）を制 
御するので、簡単に撮影できます。撮該ち法にはファインダーを使った撮該と'液晶モニターを使った 
撮影びあります。 


ファインダーをほラ 


V 撮該の準備をずる 

指定の電池（ご P .2 已）とスマート X ディア（ご P .31) を本体に入れてください。 

公 POWER ボタンを巧し、電源を入れる 

防電源を入れる：） P .38 

モードダイヤルを[〇]に合わせる 

レンズキャップをあらかじめ外してくださし、。 

レンズキャップを外さない場含、エラー x ッセージが表示 
されます。 （ DP . 12目） 


4ノ液晶モニターを OFF にずる （ DP . l 17) 

電池の消耗をかな < するためには、液晶モニターの表示を消し、ファインダーを使って撮 
影することをおすすめします。 




再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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撮該ずる（オート撮影）-つヴを- 


み 


ファインダーをのぞを、構図をミ夫める 

ファインダーを使って撮影する場合、撮該範囲び、実際に 
撮景さされる画像と異なる場合びあります。この場合は液晶 
モニターを お使いください。 


6 > 


シャツターボタンを半}甲し①、を巧し③ずる 

-半押しで自動的にピントと露出を合わせ、全押しで撮該 
されます。 

•静止画を撮霞する場合、撮影プレビュー （：> P .77) を 
rONJ に設定していると、プレビュー画像び 2 秒間表 
示されます。 

-スマートメディアへの画像の記録中には、ファインダー 
ラ ンプびホ点灯し ます。 




液晶 モニターをほ 5 


//撮露の準備をずる 

指定の電池（ご P .2 已）とスマート;>< ディア（ご P .31) を本体に入れてください。 

2 / POWER ボタンを巧し、電源を入れる 

幅=電源を入れる：） P .38 


再を 


消去 


便利に 


その他 


巧録 
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撮影する【オート撮影）-つヴを- 


J シモードダイヤルを[白]に合わせる 
斗, 液晶モニターを見なび6構図を決める 

腹^液晶モニターの明るさ調節:） P .1 1日 


J / シャッターボタンを半巧し①、を巧し®する 

■半押しで自動的にピントと露出を合わせ、全押しで撮 
影されます。 

•ピントと露出が含ラと、ファインダーランプが緑点な 
し、 AE アイコンが緑になります。 

■静止画を撮影する場合、撮影プレビュー（ご P .77) を 
「日 N 」 に設定していると、プレビュー画像が2砂間表 
示されます。 

■スマートディアへの画像の記録中には、ファイン 
ダーランプがホ点灯します。 




液晶モニターには、常に明るい点、暗い点、色びついている点などび見える場合びありますび、 
故障ではありません。また、記録される画像には、このよラな点はありません。 



再生 


消去 


便利に 


その化 


付録 
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画像のサイズとクオ IJ テイを設定する 


撮影する画像のサイズ（画素数）とクオ U ティ〔圧縮率）を設定します。 

画像の使用目的やスマートメディアの空き容量などに応じて設定を変更してください。 

V モードダイヤルを [ 〇 ] [ mO ] のいずれかに合わせる 

方 液晶表示部を見なび S 、 も画像クオリティボタ 
ンで、あ6かじめ設定しておいたクオリティ/ 

サイズを選ぶ 

陪■クオ U ティ/サイズの設定についてご P . 112 

を画像クオ U ティボタンを押すと、設定が次の順番で切り 
替わります。 

設定1 -► 設定2 -► 設定3 


巧期設定: 

設定 1: 

l|ljS 

★★ 

(FULL**) 

ミ；つ. 

日ス a £ ご. 

1 同 

★★ 

(HALF ★★) 

設定3: 

1 函 

★女 

(SMALL 女女) 

を選択した場合、 

次の順番で表示されます。 


11^ ► Mi^ *★ 



再を 


消去 


便利に 


その他 


巧録 
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画像のサイズとクオリティを設定ずる-つヴを- 


くクオ U テイ > [★★★] FINE 

[**] NORMAL 
[★] BASIC 


1/已し IPEG ) 圧縮 - 
1/7.已 （JPEG ) 圧縮-(静止画） 

1/15 ( JPEG ) 圧縮- 
★がをいほど、画質は良くなりますが、容量が大さいため、撮影可能枚数 
や撮影可能時間はかな < なります。 


くサイズ> [■ ] FULL : 2400 X 1600ピクセル（静止画)、 

320 X 24日ピクセル（動画） 

[圖 ] HALF :12 日日 X 8 日日 ピクセル（静止励、 

160 X 12日ピクセル（動画） 

[H ] SMALL : 72日 X 480ピクセル（静止画） 

サイズが大さいほど、画質は美し<なりますが、容量が大をいため、撮影 
可能枚数や撮影巧能時間が少なくなります。 


3 ^撮該ずる 

^撮影方法についてご各撮影方法 


画像の容量を減らしたいとさは、①サイズをルさくする⑤クオリティをさげる、の順で効果び大 
さ<な0ます。 

撮影した後に、サイズの蜜要（ご P.94) 传クオ U ティの変更（ご P.96) びでさます。 

画像の容量は被写体によつて異なります。 

圧縮率は目まです。 

動画撮影時は、クオ U ティ設定にかかわらず、を画像クオリティボタンを押すと、次の順番で 
切り替わります。 


FULL^^ 


FULL^^^ -► HALF^ 


FULL^ ◄- HALF^^^ 卜 HALF^^ 



再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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巧 

録 


消 

去 


再 

生 


m 

備 


状況別の自動撮影びでさます。カメラび撮影に適した設定を自動的に行いますので、簡単に撮影でを 
ます。 

セレクトモードには巧の種類びあります。撮りたい画像に合わせて使い分けてください。 

詳しい操作ち法については、 P.47 〜 P. 己1を参照してください。 

而 ...... カメラにまかせて気おに撮りたい 么★...夜景と人物を撮りたい 

么 ....... 人物を目立たせて撮りたい 動いている被写体を連続して撮りたい。 

^ ...... 風景を撮りたい 連続撮影を、16画面び ] 画像としてな 

乂 ...... 動いている被写体を撮りたい をされます。 


オートセレクトモードでは、カメラび自動的に設定を行いますので、変更でをない設定び 
あります。モードによってち異なります。 


フォーカス設定について 

匹]么认义公因 

露出補正について 

匹]么认义公因 

スト□ボ撮影について 


公 . 


連続撮影について 

の AiA 乂公因 


.設定でさまず。 


.指定でさません（自動設定)。 


.自由に設定でをます。 

.赤目オート固定です。 

.ス□-シンク□固定です。 
.スト□ボ撮該はできません。 


. 連続撮影はでをません。 


ドで撮影ずる（才ートセレクトモード) 


その他 


便がに 
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2 J enter ボタンを巧ず 

[SCENES ] び表示されます。 



そ 

の 

他 


付 

録 


シーンを選んで撮影する 


‘'こ.も 


[ LS ] おまかせ、[么]人物、 [▲ 
ルチなどのシーンを選んで撮影します。 


] 風景、 [] スポーツ、[么 ★] 夜景 、 [H ] マ 


V モー 


ドダイヤルを [ 〇 ] に合わせる 
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シーンを選んで撮露する-つヴを- 


、T 'j 


接公た 


J シ►ボタンを巧し、タブメニューを表示させ、 
▲▼ボタンでタブメニューの設定頂目を選び、 
ENTER ボタンを巧ず 

ENTER ボタンを巧すと設定び確をします。選んだ設定 
項目をキャンセルしたい場合は ◄ ボタンを巧します。 

rfAii おまかせ：） P .4 目 
人物：） P .4 日 
] 風景：） P .4 目 
,] スポーツ OP . 日0 
[ ぶ f ] 夜景：） P. 己 0 
: H ]] 日マルチご P . 己1 


A] 

义 

公 



□□□□回 


中 ENTER ボタンを巧ず 

選ばれたシーンのアイコンび液晶モニターの左上側に表示され、撮影できる状態になりま 
す。 

括図をミ夫めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しずる （：> P .41) 

撮影されます。 


巧 

録 


PRINT Image Matching 対応のフ U ンタをお使いいただくと、選ばれたシーンに最適な印 
刷結果を得ることびでさまず。 

臨 PRINT Image Matching につし、てご P .1 34 


再を 


消去 


便利に 


その他 
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シーンを選んで撮影ずる-つヴを- 


カメラにまかせて気軽に撮影したいときに設定します。 



人物をラさだたせ、背景をぼかして撮影したいとさに設 
定します。 



遠くの景色や風景を撮影したいとさにに設定します。 


■ 49 - 


法占' 


] 風景 


] 人物 


[匹]]おまかせ 


準備 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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贏 ！！ Hag 



















シーンを選んで撮影ずる-つづを¬ 


で 


スポーツ 


動さの速い被写体を撮影したいとさに設定します。 



] 巧景 


夕暮れや夜景を背景にして人物を撮影したいときにセット 
します。 


‘夜景モードで撮影する場合、スト□ボびス□ーシンク □ 
(シゎッター速度を変化させながら、同時にスト□ボち発光 
する）固定になります。 

’夜景など背景が暗いところや、暗い場所で撮影する場合は、 
シャッター速度び遅くなり、手ブレ警告び表示されます 
(シャッターを半巧ししたとをにファインダーランプが緑色 
に点滅し、液晶モニターに手ブレマーク[嫂》]が表示さ 
れます)。手ブレ防止のため、=脚の使用をおすすめします。 



B 0003 


幫ミ苗 

嘉す'指’ 

■» 如.を j ，08 •' 日, V - 
〇, を M 10:53 


再を 


消去 
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シーンを選んで撮影する-つヴを- 


16 7ルチ 


日.13砂間隔 （7 .日コマ/砂）で連続して16回撮影しま 
す。撮影した1目枚は]画像 （FULL サイズ： 2400 X 
] 日日日ピクセル）として、保存されます。 

動さのある被写体を連続撮影したいとさに効果的です。 



16マルチ撮影では、ズーム再生はでさませんび、簡易動画再生 （ P .8 日）ができます。 

16マルチ撮影時はデジタルズームはでさません。 

HALF サイズまたは SMALL サイズでの撮影はでさません。1巨マルチ撮影に設定する前に HALF 
サイズか SMALL サイズに設定していた場含は自動的に FULL サイズに変更されます。16マル 
チ撮影を解除すると HALF サイズか SMALL サイズに戻ります。 



再生 


消去 


便がに 
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ズーム撮影する 


な 


被写体との距離に応じて、最大 2.8 倍までのズーム（望遠）撮影や広角撮影がでさます。また、画 
面中央部分を拡大し、焦点距離を見かけ上 2.2 倍にしてデジタルズーム撮影ができます。 


/ノ f — 


ドダイヤルを [ 〇 ] [ mO ] のいずれかに合わせる 


2 / Tele キーまたは Wide キーで、構図をミ夫める 

• Tele キーを押すとズームし、遠くにあるものを大きく写 
せます。 Wide キーを押すと、広い範囲を写せます。 

- Tele / Wide キーの状態によって、レンズの位置が動きま 
す。 



‘動画撮影時は 2.2 倍デジタルズーム撮影のみとなります。 


再を 


消去 


便利に 


その他 
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ズーム撮該ずる-つづを^ 


デジタルズーム撮影を巧うときは 

次のように操作します。 

① MENU ボタンを巧す 

霞▲▼ボタンで[デジタルズーム]を選び、►ボタンを押す 
③▲▼ボタンで[許印を選び、 ENTER ボタンを巧す 
® MENU ボタンを巧す 

® Tele キーを巧して最大ズームにしたあと、 Tele キーを巧し続ける 


3 ^ シャツターボタンを半巧し、をがしずる （：> P .40) 


- DISP パボタンを操作し、液晶モニターを表示オフにすると、デジタルズーム撮影は解除されます。 

また液晶モニター表示オフの状態ではデジタルズームはできません。 

-16マルチ撮影時はデジタルズームはでさません。 

• 電源を切るか、オートパワーオフ機能び働くと、 Tele キーおよび Wide キーの設定は自動的に辭 
除されます。 

• 液晶 モニターでズームの 状態を確認でさます。 

ME -11 ~~ 司 で 


光学 ズーム 1 〜吕 .8 倍 デジタル ズーム 

• 動画撮影時はと2倍デジタルズーム撮影のみとなります。 



再生 


消去 
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距離を指定して撮影ずる 


被写体との距離が約 1 日〔ワイド側）〜 80cm のときにマク□撮影します。 

距離が約 1 日（ワイド側）〜 80cm のとさはマク□撮影しないとピントがをいません。また約 
80cm し^上の距離でを撮影できますが、ピントが合うまでの時間がかかる場合があります。 
マク□撮影のときは、液晶モニターを OFF でさません。 

V モードダイヤルを [ 〇 ] [ mo ] [twi のいずれかに合わせる 
ZJ FOCUS ボタンを巧ず 

FOCUS ボタンを巧すと、液晶モニターに次の順番で表 
/J \します。 

AF —► A —► 1 m —► 3m —► 〇〇 

千 I 


[] m ]、[3 m ] に設定すると、力;><ラがそれぞれの距 
離で被写体に F 日 CUS を固定して、撮影します。 

[出]び表示されるまで巧し続ける 

斗, 液晶モニターを見なび S 構図をミ夫める 

液晶モニターを使ラ ：> P .42 

ノシャツターボタンを半巧し、をがしずる （：）P.40) 




電源を切ったり、オートパワーオフ機能び働いてもフォーカス設定は解除されません。 


再を 


消去 


便利に 


その他 
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セルフタイマーで撮露する 


セルフタイマーを使うと、設定時間 （2 秒または]日砂）後に自動的にシャッターが切れます。 

V モードダイヤルを [ 〇 ] [ mO ] iW ] のいずれかに合わせる 
2 J &セルフタイマーポタンを巧ず 

セルフタイマーボタンを巧すと、液晶モニターに次の順番 
で表されます。 

[表示なし]設定しない一 ► [み 10 s ] 10秒後一 ► [& 2 s ]2 秒後 


^構図をミ夫める 
中 シャツターボタンを半巧し、をがしずる （：>P.40) 

セルフタイマーランプび赤点な後、点滅し、設定時間（2秒または]0秒）後に撮影され 
ます。 

液晶 モニターで 撮影する場合は、カウントダウン表示されます。 

途中でやめるときは、▼ボタンを巧してください。 


連続撮影はでさません。 

動画の撮影を停止するとさは、シャッターボタンを全押ししてください。この操作びない場含、 
スマートメディアの空さ容量びなくなったとさ、または動画をいちどに記録でさる容量に達した 
とさに、自動的に撮影を停止します。 


む 

を 

ら (g 






再生 
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ストロボを使って撮露ずる 


初期設定では、暗いとさにスト□ボが自動的に発光するよラになっていますので、特にスト□ボを発 
光させるための設定は必要ありません。撮影する状況に応じて、スト□ボの発光モードを設定でさま 
す。 

スト□ボが有効な距離は約日.8〜3.0 m (ワイド側、感度 X 2時）です。 

V モードタイヤルを [ 〇 ] [ mO ] のいずれかに合わせる 

[〇]モードでは、[匹]]を選んだときにスト□ボ設定ができます。 

方 お晶モニターまたはお晶表示部を見ながら、 

女スト□ボボタンで、目的のモードにをわせる 

スト□ボボタンを巧すと、次の順番で表示されます。 

液晶モニターと液晶表示部に選んだモードのアイコンが表 
示されます。 

!-►([ 表示なし巧ート） *-► [ちみ]ホ目強制発光-! 


— [® ] 発光禁止卜 [ > ] 強制発巧 4 

*[ 表示なし]オートは[〇]モードで[店]]を選んだとさ選択でさます。 

[mO] モードでは設定でさません。 

^括図を決める 

#ノシャッターボタンを半巧し、をがしずる （：> P .40) 

スト□ボが発光する場合、シャッターボタンを半巧ししたとさに、液晶モニターのスト □ 
ボアイコンが黄で表示されます。 




の 

ろ 

I 4 





— 〜 
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スト□ボをほって撮影する-っヴを- 


[表示なし]才ート 

撮影状況に応じて、スト□ボび自動的に発光します。特別な意図のない、一般的な撮影に 
最適です。 

[»<§>] ホ目強輛旁弗 

赤目現象（ご付録用語）を軽減し、暗いところで瞳を自然に撮りたいときに使用します。 
撮影するときに、被写体（人）にカメラへ視線を向けてちらう、なるべく近づいて撮影す 
ると、赤目軽減の効果があります。 

[»] 強制発が 

必ずスト□ボが発光します。逆光、董光灯などの人工照明下での撮影のとさに使用します。 
マク□撮影のとさち発光します。 

[潜]発が禁止 

室内照明を利用しての撮影、舞台や室内競技などのスト□ボの光が届かない距離での撮影 
などに使用します。 


•[ lA ] ['^] [H] はスト□ボ撮影でさません。 

•[ 么]は赤目オート固定です。 

•[ぶ* n はス□ーシンク□固定です。 

•スト□ボ撮影時は、スト□ボはおず2回発光します。2回目の発光時に撮影が行われます。 



再生 


消去 


便利に 
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条件を設定して撮露ずる 


露出制御、白バランス、測光ち式、連続撮影モードなどを手動で調節して撮影します。この設定をマ 
二：!アル設定とよびます。設定は電源を切ってを保存されます。 


おか巧の, 


電源び入っているとさに電池を出し入れしたり、 AC アダプターを抜さ差ししないでください。マ 
ニユアル設定び初期設定に戻る場合びあります。その場合は、設定をやり直してください。 


V モードダイヤルを [ mO ] に合わせる 


液晶 モニターの画 
面左に7ニュアル 
設定値が表示され 
ます。 




2J ENTER ボタンを巧ず 

マニュアル設定項目が表示されます。 




再を 
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ま件を設定して撮影する-つヴを- 


y ▲▼ボタンで設定項目を選ぶ 

斗多 ►ボタンを巧し、タブメニユーを表示をせ、 

▲▼ボタンでタブメニユーの設定頂目を選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。選んだ設定 
項目をキャンセルしたい場合は ◄ ボタンを巧します。 

[ EXP .] 露出制御ごドぶ〇 
[ W . 日.]白バランスごドお〇 
[ A . E .] 測光ち式 ：） P . 日] 

旧/ C ] 1ショット、連写、 AE 目撮影モード op.e 
ご I □□□□回 

J / ENTER ボタンを巧す 

撮影でさる状態になります。 

6/括図を巧めて、シャッターボタンを半巧し、を巧しずる （：> P .40) 

撮影されます。 




再生 
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祭件を設定して撮影ずる-つヴを- 


0 


露出制御 （ EXP .) 


[PRG] 
[Av] 
[Tv] 
[M] 


:プ□グラムモード撮影（初期設定）（ご P . 日 2) 
:絞り優先撮影 OP . es ) 

-シャッター速度優先撮影（ご P . 日已） 

:フルマニュアルモード撮影 （ DP . 日 7) 


白バランス （ W . B .) 


瞻=白バランス：） r 付録用語」 

力;ラは実際にレンズに入ってくる色々な光の平均をとって白バランスを決めます。ここ 
では、特定の照明下で撮影するときの白バランスをあらかじめ設定します。 


[AW] 

:自動調整（初期設定） 

[朱] 

:屋外撮影 

[公] 

:くちり空での撮影 

[ V ] 

:昼光色董光灯下撮影（青みがかった董光なの場含) 

巧 ] 

:昼白色董光灯下撮影（赤みがかった董光なの場合) 

[ な ] 

:白熱灯下撮影 


再を 
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ま件を設定して撮影する-つヴを- 


測化方式 ( A . E .) 


撮影するときの露出を計算します。 

[区!] :マルチ測光（初期設定） 

画面の全体を分割し測光します。バランスの取れた露出が得られます。 
[巨]] :スポット測光 

画面中央のご<狭い部分を測光します。周囲の影響を受けず、写したい 
被写体に露出を合わせることができます。 


、連写、 AEB 撮暴モード （ S / C ) 


[□] :1ショット撮影（初期設定） 

[Q]] :連写（ご P .72) 

[AEB] :自動で露出をず 6 して撮影する （：> P .71) 



再生 
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プログラムモードで撮影ずる 


被写体の明るさに応じて力:><ラがシャッター速度と絞り値を自動セットします。[〇]モードで 
[匹]]を選んだ場合と同じように気軽に撮影することがでさます。プ□グラムモードでは、白バラ 
ンス、測光ち式などを切り換えて撮影することができます。 


2を巧3 


// r 条件を設定して 撮該 ずる J ( P 58) の手順1 

2, ▲▼ボタンで [ EXP .] を選ぶ 

3^ ►ボタンを巧し、タブメニユーを表示させ、 

▲▼ボタンで [ PRG ] を選び 、 ENTER ボ 
タンを押ず 

ENTER ボタンを巧すと設定が確定します。 

4ノ ENTER ボタンを巧ず 

撮影できる状態になります。 _ _ 

) ク 構図を決めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しする （：> P .40) 

撮影されます。 



堅 根家 1 日目 .0 冥 


そ 

の 

他 


巧 

録 


[ PRG ] と [匹]] の違い 

[ PRG ] と [[3] は、自動的にミ央まる 
シャツター逆宴と絞 D 値の組み合ねせは同 
じですび、ちの操作の巧否び異なります。 


機能 

[PRG] 

[丑] 

連続撮該 

〇 

X 

露出補正 

〇 

X 

AE 巨 

〇 

X 

スポット測光 

〇 

X 

白バランス設定 

〇 

X 


(〇 :可能 、X :不可能） 
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絞りを優先して撮影します。絞りに応じて、自動的にシャッター速度を設定します。 

絞り値をルさくすると、背景をぼかした人物写真が撮れます。絞り値をルさくするほど、背景をぼか 
すことができます。絞り値を大きくすると、風景などを手前から遠くまで鮮明に撮れます。絞り値を 
大きくするほど、鮮明に写る範囲が広くなります。 

// r 乗件を設定して撮該ずる J ( P 58) の手順1〜2を巧う 
2, ▲▼ボタンで [ EXP .] を選ぶ 


y ►ボタンを巧し、タブメニユーを表示させ、 
▲▼ボタンで [ Av ] を選び、 ENTER ボタ 
ンを巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。 


中 ENTER ボタンを巧ず 

撮影でさる状態になります。 



絞0優先で撮露ずる 


-ぶ' 
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絞 0 優巧で撮影ずる-つヴを 


タヴ•ザ.; 


5/ ▲▼ボタンで絞0を調整ずる 

設定範囲は次のとおりです。 

液晶モニターに絞りとその値に応じたシャッター速度が表 
示されます。シャッター速度を最大限に調整してを適切な 
組み合わせに設定でさない場合、シャッター速度表示がホ 
で表示されます。撮!■ミはでさます。 

▲ボタン（絞り側へ） ▼ボタン（開放側へ） 

F 8 / F 日.8 / F 己.日 / F 4.8 / F 4.0 / F 3.4 / F 2.9 


あわせて◄►ボタンで露出補正（ご P . 日日）、 ENTER ボタン 
を巧してマニュアル設定 OP . 日8)、感度設定 （：） P .78) などをでをます。 



DDDDDDD 


U 括図を決めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しずる （：> P .40) 

撮影されます。 


’絞り値 F 2.9 (開献を設定した場合、シャッター速度は高速側1/750秒までに制限されます。 
’ズームレンズの位置によって、設定した絞り値と実際に撮影される絞り値び異なります。 


■ 64 - 
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シャッター速度を優先して撮影します。シャッター速度に応じて、自動的に絞りを設定します。 
シャッター速度を速くすると、動いている被写体が静止しているような写真が撮れます。 
シャッター速度を遅くすると、流動感を感じさせる写真が撮れます。 

V r 乗件を設定して撮該ずる J ( P 58) の手順1〜2を巧う 
2, ▲▼ボタンで [ EXP .] を選ぶ 


3^ ►ボタンを巧し、タブメニユーを表示をせ、 
▲▼ボタンで [ Tv ] を選び、 ENTER ボタン 
を巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。 

中 ENTER ボタンを巧す 

撮影でさる状態になります。 



が. 


シャツター速度優先で撮影する 




ち 
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シャツター速度優巧で撮該する-つヴを- 


5, ▲▼ボタンでシャッター速度を調整ずる 

設定範囲は次のとおりです。 

液晶 モニターにシャッター 速度とその値に応じた絞りが表 
示されます。絞りを最大限に調節してを適切な組み合わせ 
に設定でさない場合、絞り表示が赤で表示されます。撮影 
はでさます。 

▲ボタン（高速側へ）（砂） 

1/1000、 1/750. 1/500. 1/350. 1/250. 

1/180、 1/125. 1/90、 1/60. 1/45. 1/30. 

1/2日、 1/15. 1/10、1/8、 1/6. 1/4、1/3、 

1/2、ぴ'7、]"、 ]" 巳、2"、3"、4"、日"、扫"、 ] 日"、 ] 日" 

▼ボタン（低速側へ） 

あわせて ◄ ► ボタンで露出補正（ご P . 目目）、 ENTER ボタンを巧してマニュアル設定 
OP . 己8)、感度設定 ( OP .78) などもできます。 

構図を決めて、シャッターボタンを半巧し、を巧しずる （：> P .40) 


■シャッター速度を0.7秒政上に設定すると、長時間露光撮影（ご P.6S) となります。 

•AEB 撮影 （：）P.71) と連写撮影 （：)P.72) では、シャッター速度を日.7秒政上に設定できません。 
•スト□ボ撮影で[獲]発光禁止政外に設定した場合、シャッター速度は1/2秒から1/2已〇秒 
の間に制限されます。 

•シャッター 速度が]/3已〇秒しソ下に設定され ている 場合、スト□ボの設定を[ち]強制凳光、 
[^み]赤目強制発光に変更すると、シャッター速度は自動的に]/2已曰秒に変更されます。 
•シャッター 速度が 0.7 秒上に設定され ている 場合、スト□ボ撮影で[ち]強制発光、 

[古 <!>] 赤目強制発光に設定すると、シトッター速度は自動的に1/2秒に変更されます。 

. シャッター速度の値を]/1日日0秒に設定した場合、絞り値は F8 〜 F3.4 の間に制限されます。 
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フルマニュアルモードで撮影ずる 


絞りの値とシャッター速度の値をそれぞれ個別に設定し、撮影します。 

/ノ r 条件を設定して撮該ずる J ( P 58) の手順1〜2を行う 
と ▲▼ボタンで [ EXP .] を選ぶ 


3^ ►ボタンを巧し、タブメニユーを表示させ、 

▲▼ボタンで [M ] を選び、 ENTER ボタン 
を巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。 

斗, ENTER ボタンを巧ず 

撮影でさる状態になります。 

5* ▲▼ボタンで絞0の値 （：> P .64) を、◄►ボタンでシャツター速度の値 
(ご P .66) をそれぞれ設定ずる 

6^構図をミ夫めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しずる （：） P .40) 

撮影されます。 


• フルマニュアルモードで撮影する場合、 ◄ ► ボタンを巧すとシャッター速度の値の調整になって、 
露出補正の調整にはなりません。露出の状態を表示します。 

露出状態の数値が赤字になっている場合は、露出びオーバーまたはアンダーになっています。 
シゎッター速度、絞りを調馨し、適正な露出で撮影することをおすすめします。 

•絞り値を F2 .日（開放）に設定した場合、シャッター速度1/1000砂は設定でさません。 
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長時囲露光で撮影する 


夜空の花火など、何秒間か露光が必要な被写体を撮影します。 

手ブレ防止のため、必ず兰脚をご使用ください。 

V [シャツター速度優巧で撮露ずる J (D P .65) または[フルマニュアル 
モードで撮露ずる J (D P .67) の手順1か S 手順4を行5 

[ Tv ] モードを選んだ場合、▲▼ボタンで、 

[M ] モードを選んだ場合、 ◄ ►ボタンで、 

シャツター速度を [0.7 お >] な上にずる 

長時間露光時は、あ晶画面上に fsJJ び表示されます。 


：5ノ構図を決めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しずる OP . AO ) 

設定時間露光し、撮影します。 

露光中はファインダーランプが穫点灯します。 

信号処理のために、撮影されるまで設定時間の約2倍の時間がかかります。 


•スト□ボ撮影、連続撮影はできません。 

‘長時間露光で撮影する場合、画像び荒くなることびあります。 


■が- 
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露出補正する 


画面全体を意図的に明るくしたり、暗くして撮影でさます。被写体と背景の明るさ（コントラスト） 
の差が大きい場をや、撮影したい被写体が画面巧で極端にルさい場合など、適正な明るさ（露出）が 
得られないとさに設定します。 

V モードダイヤルを [ mO ] に合わせる 
方 <►ボタンで調整ずる 

設定起囲は次のとおりです。数値び大さい程明るく、ルさ 
い程暗くなります。 

液晶モニターに設定した値が表示されます。 


□ □□回 


◄ ボタン（一側へ） ►ボタン （+ 側へ) 

-2.0/-1 . 日/-1.日/-日.日/日（初期設定）/+0.5/+1.0/+1.5/+2.0 

y 構図を決めて、シャッターボタンを半巧し、を巧しずる （：） P .40) 

撮影状況が暗いと、数値を大きくしてを、明るくな6ない場含があります。 

シャッターボタンを巧して、プレビュー画像（撮影された静止画）で明るさを確認してく 
ださい。（撮影プレビュー：） P .77) 
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露出補正ずる-つづを- 


•+ (プラス）補正 

-白っぽい紙に黒い文字の印刷物の場を 
-逆光での人物撮影 

-スキー場などの明るい場面や反射が強い場を 
-画面内の大部分を空が占める場を 

•-(マイナス）補正 

-スポットライトを浴びた人物、特に背景が暗い場合 
-黒っぽい紙に白い文字の印刷物の場合 
-常緑樹または色の濃い葉など反射率が低い場合 


- [ EXP .] のタブメニューで [ M] を選んだ場合、◄►ボタンを押すとシャッター速度の調整 
になって、露出補正の調整にはなりません。露出の状態を表示します。 
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露出度を決めるのが難しい時にはこのモードを使うと、力 X ラが3段階の露出（一日.巳/日/+日.己） 
の連続写真撮影に自動的に設定されます。 

// r 乗件を設定して撮該ずる J ( P 58) の手順1〜2を行う 

2, ▲▼ボタンで [ S / C ] を選ぶ 

或 ►ボタンを巧し、タブメニューを表示させ、 

▲▼ボタンで [ AEB ] を選び、 ENTER ボ 
タンを巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。 

斗! ENTER ボタンを巧す 

撮影でさる状態になります。 

ツ 構図をみめて、シャッターボタンを半巧し、を巧しずる （：） P .40) 

シャツターが3回切れ、それぞれ（一0.5)、（0)、 (+0.5) の露出で撮影されます。 



シャッター速度を日.7秒!^ソ上に設定している場合、 AEB 撮影を選択するとシャッター速度び 
1/2秒になります。 

標準露出、露出オーバー (+0.5). 露出アンダー（一日.己）の順番で撮影されます。 


1凹 


付 

録 


自動で露出をずらして撮影する （ AEB 撮露い r 
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最速約 0.8 秒間隔で連続して撮影します。 

連続して撮影でさる枚数は、3枚までです。 

画像は直接スマートディアには記録されず、別の場所に一時的に記 g されます。撮影穫、画像を 
確認し、必要なものをスマートディアに記録します。 

// r 乗件を設定して撮該ずる J ( P 58) の手順1〜2を行う 

▲▼ボタンで [ S / C ] を選ぶ 

3^ ►ボタンを巧し、タブメニューを表巧させ、 

▲▼ボタンで[回]を選び、 ENTER ボタ 
ンを巧ず 

ENTER ボタンを押すと設定が確定します。 


斗, ENTER ボタンを巧ず 

液晶モニターに[回]が表示され、撮影できる状態になります。 

[ Tv ] が設定されたとさ、シャッター速度を 0.7 秒政上に設定している場合、連続撮影を 
選択すると、自動的に1/2秒に変更されます。 
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連続して撮慕する 
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連続して撮露する-つヴを- 


■5 ノ構図をミ夫めて、シャッターボタンを半巧し、を巧ししたままとめる 
(ご P .40) 

シャッターが最大3回きれます。 

途中でシャッターボタンを巧すのをやめると、撮影を中断します。 

撮影後、自動的に液晶モニターが日 N になります。 

〇/ ◄ ►ボタンで画像を巧認ずる 

画面ち下には撮影枚数が表示され、緑の画像が現在表おさ 
れています。 

表示する画像の移動ととちに緑表示ち移動します。 

7, ▲▼ボタンで記録方法を選ぶ 

撮影直後は全ての画像を消去するよラに選択されています。 

©[□>/] :選んだ画像を保存/消まするように設定します。 

◄ ►ボタンで画像を選び、 ENTER ボタンを巧す 

選んだ画像の下に>/ (赤）がつきます。 

画像の選択を取り消すには、もラー度 ENTER ボタンを巧します。 
③ [Qiv] :全ての画像を保存するように設定します。 

ENTER ボタンを巧す 

画像が全て選択され、雨がV (赤）になります。 

スマート X ディアの空さ容量が十分でない場をは選べません。 

® [回® ] :全ての画像を消まするように設定します。 

ENTER ボタンを巧す 



①〜③は順序に関係なく、組み合わせて、画像の保を/消去の設定びでさます。 
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連続して撮影する-つづを- 


み ▲▼ボタンで[今〇]を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

保存/消去が実行され、撮影でをる状態に戻ります。 


’手順7で画撒を確認している達中で手順8を行ラこともでをます。 

’達中でシャッターボタンを離したことにより連続撮影び中断された場合も、すでに撮影済みの画 
像は上記の方法で保存/消までさます。 

I 撮影間隔は、撮影状況によって変わります。 

’セルフタイマー撮影とスト□ボ撮影はでをません。 


- 


消去便利にその他巧録 















動画で撮露する 


動画で撮影します。音声を録音します。 

V モードダイヤルを [*1?] に合わせる 


公 括図を巧めて、シャツターボタンを半巧し、を巧しずる （：） P .40) 

撮影が始まります。 

液晶 モニター や液晶表示部には、撮影可能時間（砂）が表示されます。 

y 撮露を停止ずるとをは、651度シャツターボタンをを巧しずる 

この操作がない場合、撮影可能時間が日になったとき、または]動画を一度に記録できる 
容量に達したときに、自動的に撮影は停止します。（撮影可能時間つ P . 124) 


•スト□ボ撮影はでをません。 

•液晶モニターに表おされる画像サイスは FULL : 320 X 24日、 HALF :160 X 12日になりま 
す。 FULL で撮影した動画は画面一杯に、 HALF で撮影した動画は画面中央に表示されます。 

• 動画撮影時、音声にレンスの動作音が入る場含びあります。 

• 動画撮影時はデジタルズーム撮影のみとなります。 
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rai 時の撮影メニュー画面 


▲▼ボタンで設定頃目①を選び、►ボタン 
を巧ず 

タブメニュー③が表示されます。 

[ LCD 明るさ]では撮影前の画像が表示されます。 

瞻=撮影プレビュー：） P .77 
カラー：） P .77 
感度：） P .78 
シャープネス：） P .7 日 
コントラスト：） P .7 曰 
デジタルズーム：） P .7 目 
LCD 糸：） P .79 


▲▼ボタンでタブタニユ ー 愛か6設定を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

設定が保存され、撮影ニューに戻ります。 


撮影モードのとき（[〇] [mO] [SF]) にどのような基本設定で撮影を行うかを設定します。 

V モードダイヤルを [ 〇 ] [ mo ] [ »^ ] のいずれかに合わせる 
zj MENU ボタンを巧ず 

撮景》メニューび表示されます。 



撮影時の基本設定を変更する（撮影メニユ ー) 


〇撮きミメニュー 
r 撮影プレビュ- 


P 撮是ミプ 

ぶ農 

1シャ— 


腊度 \ ノーマル 

シャープネゴレ ノーマル 

コントラスト ノーマル 

デジタルズーム 祭と 

: LCD 米 設ミ画面へ 


@ DDDDDD 


® DDDD 


ぶ み 

再を 1— 消去"!便利に「その他一巧録 
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撮影時の基本設定を巧ちする（撮露メニュー）-っづき- 


5/撮露メニユーを按了ずるとをは、 MENU ボタンを巧ず 

撮影でさる状態になります。 


撮露プレビユー 


撮影した画像をその直後に、2砂間液晶モニター上に表示するかどうかを設定します。 
撮影した画像の構図や明るさを確認でさます。 

ただし、プレビュー画面は解像度が低いため、細かい部分は不鮮明になる場合があります。 
細部やピントを確認する場含は、スマート X ディアに記録後、 [IS] 巧生モード 
(〇 P.80) で確認ください。 

プレビュー中にシャッターボタンを半巧しするとプレビューが解除されます。 

AE 目撮影時（ご P.71) は、撮影した3枚の画像を約2砂ごとに表示します。 

[OFF] :表示しない（初期設定） 

[ON] :表示する 


カラー 


撮影する画像の色を設定します。 

[標準] :カラー（初期設定） 

[あざやか] :カラー（ややあざやか) 

[モノク〇] :白黒 
[セピア] :セピア 
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撮該時の基本設定を変ちする（撮彰メニュー）■つづを- 


感度 [ 


撮影する画像の色と撮景ミ時の感度を設定します。感度をあげると、画像にノイズび増えます。 
[ノーマル] : カラー IS 日]日日 相当 
[ X 2] :カラー 侶02 日日 相当高感度撮影（初期設定） 

[ X 4] :カラー倍 日 4 日日 相当高感度撮影 

[〇]時は、 [ X 2] はカラー IS 日 100 〜 20 日、 [X 4] はカラー信〇]日日〜 4 日日の範 
囲 内で自動設定されます。 


感度 [ 


撮影する画像の色と撮景ミ時の感度を設定します。感度をあげると、画债にノイズび増えます。 
■侶01日日相当（初期設定） 

■に 02 日日 相当高感度撮影 
■侶 日 4 日日 相当高感度撮影 

[ mO ] 時は、 [ X 2] は カラー陪 02 日日、 [ X 4] は カラー IS 日 4 日 0 に それぞれ固定 さ 
れます。 


[ノ—マル] 

:力 

[ X 2] 

:力 

[ X 4] 

:力 


‘動画撮影時は設定にかかわ5ず、 ISO] 日〇〜4□日の範囲ので自動設定されます。 
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撮影時の基本設定を巧ちする（撮露メニュー）-つづき- 


-プネス 


撮影する画像のタッチを設定します。 


[ノ—マル] 

[ソフト] 

[ハード] 


普通のタッチ〔初期設定） 
柔らかいタッチ 
かたレタッチ 


B 


ントラスト 


撮影する画像の明暗の差を設定します。 


[ノ—マル] 
瞄] 

[弱] 


デジタル ズーム 


自動設定（初期設定） 
明暗の差を大さ<する 
明暗の差をルさ<する 


画面中央部を拡大して、焦点距離を見かけ上 2.2 倍にして撮景さします。 
臨*ズーム撮影する：） P . 巳2 

[許印 :デジタルズーム撮影を巧能にする（初期設定） 

[禁止] :デジタルズーム撮影を禁止する 


液晶モニターの明るさを11段階で調整します。記録される画像の明るさを調節するをの 
ではありません。 

[—日]〜 [+ 己] 

臨*詳細についてご液晶モニターの明るさを調節する （ P .] 1己） 
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再生ずる （1 コマ再生) 


撮影した静止画を]画像ずつ再生します。 

V モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像が液晶モニターに表示されます。 

臨液晶モニターの明るさ調節ご P . 1 ] 己 
液晶モニター表示の変更ご P . 11日 


之ノ ◄ ►ボタンを巧して、順を0/逆送0ずる 

►順送り/ ◄ 逆送り 
◄ ► ボタンを押しつづけると、1回ずつ押さなくてを前後の画像に移動します。 
ENTER ボタンを巧すと、日画像のサムネール表示になります。（ご P .83) 


‘画像再生中、どのフォルダび選ばれても、すべてのフォルダ巧の画像を ◄ ►ボタンを巧すことに 
よって再生できます。（フォルダについてご P.92) 

• 最終画像の表示時に►ボタンを押すと最初の画儘び、最初の画像を表示時に◄ボタンを巧すと 
最終画像が表示されます。 

-画像再生中に、▲▼ボタンを押すと、画儘が回転します。▲ボタンで、画像が反時計回りに回転し、 
▼ボタンで、画像び時計回りに回転します。 
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動画を再生する 


撮影した動画を再生します。音声ち再生されます。 

V モードダイヤルを [ の ] にをわせる 

最終画像が液晶モニターに表示されます。 

腹=液晶モニターの明るさ調節ご P . 1 ] 己 
液晶モニター表示の変更ご P . 1 ] 日 


公< ►ボタンで再生したい動画を選ぶ 


づ/ ▲ボタンを}甲ず 

選択した動画データが再生されます。再生中、一時停止 
中または停止中にボタンを巧すと再生状態が次のページ 
のよラになります。 































動画を再生する-つヴを- 


そ 

の 

他 


巧 
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液晶モニターに表おされる画像サイブは FULL : 320 X 240, HALF ：160 X 120になりま 
す。 FULL で撮影した動画は画面一杯に、 HALF で撮影した動画は画面中央に表示されます。 



□ □□み 

□□□□□み 

MBBO 

□ い 

□ □□□み 

>■ ►•ボタンを巧している間、 

倍ま再生になります。 

□ □□□み 

-►ボタンを押すたびにコマ送りされます。 

-►ボタンを押している間、コマ送りし続けます。 

7 

◄ □□い 

□□□□□□□□□み 
- <4ボタンを}甲すと逆再生に 
> なります。 

-逆再生中に◄ボタンを巧してい 
る間、倍ま逆再生になります。 

□□□□□み 

-イボタンを巧すたびに逆コマ送 D されます。 
•イボタンを巧している間、逆コマ送りし続けます。 

/ 

D ^ 

. □□□□み 

. すべて一時停止します。 

□ □□□□□み 
-一時停止前の状態に戻ります。 

□□み 


□□み 

^ 動画の先頭に戻ります。 


Mil ■■の 

□ □み 

サムネール表示に戻ります。 


> □□□□□□□□み 

Widen D ^ 

> □□□□□□□□み 
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—覽表巧ずる（サムネール表巧) 


液晶モニターに、9画像を縮ルしていちどに表示します。本書ではこのことをサムネール表示とよびます。 
画像の数が多いとさなど、サムネールで表示した後、画像を選んで通常の大舌さに表示すると便利です。 

V モードダイヤルを[の]に合わせる 

最終画像が液晶モニターに表示されます。 

2J ENTER ボタンを巧す 

9画像がいちどに表示されます。 

3^ ▲▼◄►ボタンで力ーソルを移動し、通常表 
示したい画像を選ぶ 

カーソルで選ばれた画像は緑枠で囲まれます。 

ボタンを押し続けると、カーソルが早く移動します。 


#/ ENTER ボタンを巧す 

選んだ画像が通常の大ささで表示されます。 


f す^^* " Cpf 巧リ - 

•サムネール再生中、どのフオルダび選ばれても、すべてのフオルダの画像を▲▼◄►ボタン 
を押すことによってサムネール表示がでをます。 

腐=フォルダについて：） P.92 



* サムネイル表示で、動画データ 
び存在する場合、 [W *] が表示 
されます。 
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拡大して再生する{ズーム再生) 


再生中の画像を2段階に拡大して表示します。]画像ずつ再生しているときに拡大できます。 

] 日マルチ撮影（ご P. 己 1) した画像や動画はズーム再生でさません。 

V モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像び液晶モニターに表示されます。 

2> 拡大したい画像を ◄ ►ボタンで選ぶ 

サムネール表示（ご P.83) 時と同様の操作でち還べます。 

或 Tele キーまたは Wide キーでズーム倍率を調 
節ずる （ Tele キー、 Wide キーご P .2 1 ) 

Tele キーを押すと、ズームされます。 

Wide キーを押すと、倍率が]段階ずつルさ<なります。 

画像が表示されると、液晶モニターに白枠と緑枠が表示さ 
れます。 

白枠は画像全体、緑梓は現在液晶モニターに拡大されてい 
る置を示します。 

□□□□□□□□□□□ 

4ノ ▲▼◄►ボタンを巧して、お大ずる位置を巧動ずる 

白枠と緑おを見なび日、化大したい位置を調節してください。 

■3 ノ通常の表示に戻ずとまは、 ENTER ポタンを巧ず 
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自動再生ずる（スライドシヨー） 


1画像ずつ順番に自動で再生します。なお、動画には対応していません。 

V モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像び液晶モニターに表示されます。 

2J MENU ボタンを巧ず 

再生メニューび表示されます。 


3^ ▲▼ボタンで[スライドシヨー]を選び、 

► ボタンを巧ず 

自動再生び始まり、液晶モニターに[王て]び表示されま 
す。 

約3秒ごとに次の画像が再生されます。 

斗, 自動再生をやめるとまは、 ENTER ボタンを巧ず 

液晶 モニターには ENTER ボタンを巧したとさの画像が表 
示されます。 

自動再生は ENTER ボタンを押すまで、繰り返されます。 



自動再生中は、オートパワーオフ機能は働きません。 

同じフオルダに含まれた画像しか自動再生でさません。 

同じフオルダに動画び含まれている場合、動画の再生は行われません。 
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巧 


簡易動画再生する 


16マルチ撮影した画像をアニ>(ーシヨンのように1目コマ続けて、自動再生します。 

V モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像が液晶モニターに表示されます。 

方 <►ボタンで16マルチ撮影した画像を選ぶ 

サムネール表示（ご P.83) 時と同様の操作でを選べます。 

3^ Tele キー CDP.ai) を巧す 

自動再生が始まります。 


消去便利にその他巧録 
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消去ずる {1 コマ消去) 


画像を1つずつ消去します。 

ただし、プ□テクトされている画像（ご P.106) やスマートメディアが誤記録防止状態（ご P.34) 
のとさは消去でさません。 

V モードダイヤルを[因] [ 〇 ] [ mO ][ >> ] のいずれかに合わせる 

[回]の場合、最終画像またはサムネール表示び液晶モニターに表示されます。 

^ [囚]の場合、◄►ボタンで消去したい画像を選ぶ 

[〇]い〇] [ twi の場合、最終画像となります。 

3^ m 消去ボタンを巧ず 

画面左に消去アイコンが表示されます。 


斗, ▲▼ボタンで [□] を選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

画像が消去され、それぞれのモードに戻ります。 

消去をやめる場含は[を]を選び、 ENTER ボタンを押 
して < ださい。 
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•一* か、 


消去する （1 コマ消去）-つヴを， 


が 


がも^ 

案?‘气心 


m 

備 


撮 
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5, 続けて画像をミ肖去ずる場合は、手順2か6の操作を巧ラ 


’液晶モニターに〔プ□テクトされています]び表示されたとさは、プ□テクトを解除 
(〇 P.108) または DPOF 設定を解除〔ご P.102) してください。 

’消去後に撮影すると、コマ No. は最後に撮影した最大番号の次から連続番号で No. が割りあて 
られます。 

Iサムネール表示の状態でも消去することびでをます。 

この場合、いったん1画像の再生状態 （1 コマ再生）になり、消ま後、サムネール表示に戻り 
ふ9 〇 


便利に 


その他 
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フォルダを消去する （1 フォルダ/をフォルダ) 


挿入しているスマート ディアに記録されているフォルダを消去します。 

1フォルダずつ、または全フォルダを消去するち法があります。 

ただし、プ□テクトされている画像（ご P.10 日）やスマートメディアが誤記録防止状態（ご P.34) 
のとさは消去でさません。 

モードダイヤルの位置によって、消去の対象となるフォルダが異なります。 

[囚 ]: 再生中のフォルダ 

[〇] [ mO ] [ W ] :撮影中のフォルダ 
臨*フオルダについてご P.92 


/ノ 


モードダイヤルを[回] [ 〇 ] [ mo ] [ sn のいずれかに合わせる 

消去したいフオルダに合わせてモードダイヤルををわせてください。 

[因]の場合、最終画像またはサムネール表示が液晶モニターに表示されます。 

2^ W 消去ボタンを約2秒囲巧ず 

画面左に消まアイコンが表示されます。 
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フォルダを消去する （1 フォルダ/まフォルダ）-つヴき - a 


m 

備 


撮 
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: y ▲▼ボタンで [□] または[因]を選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

[D]: 選択しているフォルダ内の画像とフォルダを消 
去する 

[Q] :スマートディア上に存在するすべてのフォル 
ダを消去する 

画像やフォルダが消去され、それぞれのモードに戻りま 
す。 

消まをやめる場合は[君]を選び、 ENTER ボタンを巧してください。 

[囚]の場合、スマート;ディア上に存在するすべてのフォルダを消去後、[画像があり 
ません]と表示されます（プ□テクトされている画像がある場含を除く）。 



フオルダ巧のすべての画像を消去すると、そのフオルダち消去されます。 


便利にその他巧録 
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フォーマツトずる 


挿入しているスマートメディアに記録されている画像やフオルダをすべて消去しまず。プ□テクトされている画儘 
OP.IO 目）ち消去されます。スマート >(ディアが誤記録防止状態のとき (D P.34) はフオーマットでをません。 

加 jlM - 、 

-スマートメディアのフオーマツトは必ずこのカメラで巧ってください。 

V モードダイヤルを[因] [ 〇 ] [ mO ] [ SF ] のいずれかに合わせる 

[因]の場合、最終画像またはサムネール表示が液晶モニターに表示されます。 

2 ^ W 消去ボタンを約2秒囲巧ず 

画面左に消まアイコンが表示されます。 


y ▲▼ボタンで [ B ] を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

フォーマットをやめる場合は[君)]を選び、 ENTER ボ 
タンを押してくださし、。 

みコマ No. をリセットずる場合は、▲▼ボタンで 
[実行]を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

U セットしない場合は、[キャンセル]を逞んでください。 


スマートメディアを初めて使ラ時にはその前に必ずフォーマットしてください。また、スマー 
トメディアは最大容量を保つよラ定期的にフォーマツトして雑多なファイルを取り除くことを 
おすすめします。 
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フオルタについて 


田 


m 

備 


撮 

霞 


再 

生 


消 

モ 


本カメラで撮影した画像（静止画、動画）は、再生時、■フォルダボタンで、任意にフォルダを選び、 
再生することびでさます。 


/ノ 
2ノ 


そ 

の 

他 


巧 

録 


モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像び液晶モニターに表示されます。 

■フォルダボタンを巧ず 

フォルダ選が画面び表示されます。 



或 


▲▼ボタンで目的のフォルダを選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

フォルダが選ばれます。 

フォルダ数が日個じ(上存在する場合は▲▼ボタンでフォ 
ルダ番号の下にある「▼」 マークに カーソルを移動させ 
ると、次ページの画面が表示されます。同じち法で目的 
のフォルダを選んでください。 


フォルダ還巧 


2000.0呂 .08 

、洗00.03 .20 
2000 .08.23 

2000，〇呂，28 
ぶ000.08 .28 


フオルダの選び方 


便利に 
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フォルダについて-つヴを- 


•撮影時、フォルダを任意に選択することはでさません。 i フォルダボタンを押すと、フォルダ新 
規作成の画面となります。フォルダを新規作成すると、その後撮影された画像は、すべて新し 
しのォルダに記録されます。 

-フォルダを新規作成すると、コマ No. は00日1から割り当てられます。 

• 他の力;ラで撮影した画像を再生するときは 
-画像サイズによっては正しく再生できない場含があります。 

-ファイル名、フォルダ名が正しくない場合は再生できません。 

•画像再生中、どのフォルダが選ばれてち、すべてのフォルダ内の画像を◄►ボタンを巧すこと 
によって再生できます。（フォルダについてご P.92) 
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画像サイズをかさくずる（リサイズ) 
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備 
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FULL サイズ （240 日 X 1日0日ピクセル）の画像を HALF SEE ( 12日日 x 8日日ピクセル)、更に 
SMALL SIZE (72 日 X 480ピクセル）に変更し、上書きして保存します。本書では、このことを 
U サイズとよびます。 

撮影中、スマート;><ディアの容量がなくなってしまったとさに、すでに撮影した画像を1」サイズする 
ことにより、容量を増やし、撮影を続けることができます。 

なの画像は U サイズでさません。 

- SMALL サイズの画像 

-本力:ラじ(外で撮影した画像 

-1日マルチ撮影した画像 

•プ□テクト（ご P. 10目）されている画像 

. 動画 

-スマート;ディアが誤記録防止状態のとき 


//モードダイヤルを [の] に合わせる 

最終画像び-;夜晶モニターに表示されます。 

2ノ 


そ 

の 

他 


巧 

録 
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画像サイズをかさくする-つヴを- 


^ ▲▼ボタンで[リサイズ]を還び、►ポタンを巧す 

設定画面が表示されます。 

U サイズできる画像がない場含や動画ファイルが対象に 
なっている場含は、メッセージが表示された後、再生 
ニューに戻ります。 

#ノ ◄ ►ボタンで画像を選び、 ENTER ボタンで 
サイズを設定ずる 

画像の下には現在のサイズび表示されます。 

ENTER ボタンを巧すごとに、总下のよラにアイコンびかわります。 

[画] ...HALF サイズ [圍] ...SMALL サイズ 
画像サイズの詳細つ P.44 

選択を解除したいときは、もラー度 ENTER ボタンを押します。 

U サイズしたい画像び複数ある場合は、この手順を繰り返します。 

画像選択中に Tele キーを押すと、画像び画面いっぱいに表示さ 
れ確認できます。元の画面に戻るには、 Wide キーを巧します。 

(Tele キ ー 、 Wide キ ー ご P .21) 

D ク ▲▼ボタンで頃衍を選び、 ENTER ポタンを巧ず 

U サイズ実行中の画面が表示されます。 

U サイズをやめる場合は[キャンセル]を選び、 ENTER ボタンを押してください。 
終了すると再生メニューに戻ります。 

再生メニューを消すには、 MENU ボタンを巧してください。 



画像再生中、いずれかのフォルダび還ばれている場合でち、◄►ボタンを押すことによって、 
すべてのフオルダの画像び選べます。（フォルダについてご P.92) 


そ 
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他 


付 

録 
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画像を店縮する（クオ IJ テイ） 
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画像を半分または更にかさい容量に巧圧縮し、上書をして巧をします。 

撮影中、スマートメディアの容量びなくなってしまったとさに、すでに撮影した画像を再圧縮して保 
巧することにより、容量を増やし、撮影を続けることびでをます。 

次の画像は再圧縮でさません。 

-画質び ★ (BASK) の画像 
-本カメラに(外で撮影した画像 
•プ□テクト（コド.10日）されている画像 
-動画 

-スマートメディアび誤記録防止状態のとを 

V モードダイヤルを[囚]に合わせる 

最終画像びあ晶モニターに表おされます。 



便利に 
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画像を店縮する（クオリティ）-つヴを- 


: y ▲▼ボタンで[クオリティ]を選ひ、►ボタン 
を巧ず 

設定画面が表示されます。 

圧縮でさる画像がない場含や動画ファイルが対象になつ 
ている場合は、><ッセージが表示されに後、再生;>< 
ニューに戻ります。 




プ□テク> 
，、 コピ ー , 

〇哎 F 
LCD み- 


►でお輔面へ 


斗, ◄►ボタンで画像を選び、 ENTER ボタンで 
圧縮率を設定ずる 

画像の下には現在の圧縮率（画質）が表示されます。 
ENTER ボタンを押すごとに★の数がかわります。 

★★ ....NORMAL ★....BASIC 

腹*圧縮率の詳細つ P .44 

圧縮したい画像が複数ある場合は、この手順を繰り返します。 
画輸選択中に Tele キーを巧すと、画像が画面いっぱいに表示さ 
れ、確認できます。元の画面に戻るには、 Wide キーを巧します。 


を)クオリティ 


102-0009 


(Tele キ ー 、 Wide キーご P .21) 
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画像再生中、いずれかのフォルダび還ばれている場合でを、 ◄ ►ボタンを巧すことによって、 
すべてのフオルダの画像び選べます。（フォルダについて ご P.92) 


▲▼ボタンで[実行]を選ひ、 ENTER ボタンを巧ず 

圧縮中の画面び表示されます。 

圧縮をやめる場合は、[キャンセル]を選び、 ENTER ボタンを巧してください。 
終了すると再生メニューに戻ります。 

再生メニューを消すには、 MENU ボタンを巧してください。 
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撮影した画像をコピーします。画像を別のスマートメディアにコピーするとさに便利です。 

V モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像が液晶モニターに表示されます。 

公 MENU ボタンを巧ず 


再生メニューび表示されます。 



▲▼ボタンで[コピ ー] を選び、►ボタンを巧ず 

設定画面が表示されます。 



r 洗 


便利に 


-タタ- 



























画像をコピーする-つヴを- 


み 


5ノ 
6 / 


◄ ►ボタンで画像を選び、 ENTER ボタンを 
巧ず 

コピーする画像び*定し、画像の下に[回]び表示され 
ます。 

選択を解除したいとをは、をラー度 ENTER ボタンを巧 
します。 

コピーしたい画像が複数ある場合は、この手順を繰り返 
します。 

画面下のバーは、コピーでさるデータ量を表しています。 

選んだ画像のデータ容量によりバーが緑色で埋められていさます。 

画像選択中に Tele キーを押すと、画像が画面いっぱいに表示され確認でさます。元の画面 
に戻るには、 Wide キーを巧します。 （ Tele キ ー 、 Wide キー：） P .21) 


• 画像再生中、いずれかのフォルダび選ばれている場合でち、 ◄ ►ボタンを押すことによって、 
すべてのフォルダの画像び選べます。（フォルダについてご P .92) 



▲▼ボタンで[実行]を選び、 ENTER ポタンを巧ず 

読み込み中の画面び表示されます。 


m 

備 


撮 

該 


再 

生 


消 

モ 



コピー巧の スマー トメディアを入れる 

[コピー先のカード挿入]び表示されたら、 

① 現在挿入しているスマートメディアを取り出ず 
⑨ コピー先のスマートメディアを入れる 


そ 

の 

他 


付 


録 
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画像をコピーする-つつを- 


で 


m 

備 


撮 

霞 


再 

生 


消 
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そ 

の 

他 


巧 

録 


P ▲▼ボタンで [ OK ] を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

書さ込み中の画面が表示されます。 

コピーをやめる場合は[キャンセル]を選び、 ENTER ボタンを巧してください。 
スマートディアの空き容量が足りない場含は、ッセージが表示されますので、別のス 
マート ディアに入れ替えてください。 



終了すると、上記のコピー終了の画面が表示されます。 

この画面が表示されたら、元のスマートディアに入れ誓えることができます。ここでは、 
電源を OFF にする必要はありません。 


おわ iMag が 河 q - 


コピー中にスマートメディアを取り出したり、電源を切ったりしないでください。スマートメ 
ディアおよびスマートメディア中のデータび破壊されることびあります。 


み ENTER ボタンを巧ず 


再生メニューにおります。 

再生メニューを消すには、 MENU ボタンを巧してください。 


キヤンセ J レ 


便利に 
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画像をコピーする-つヴを- 


^^:^] 

画像の コピー を行った場合、 コマ No . は コピー されません。次のようになりまず。 

コピー先のスマートメディアに [ XXXTOSHI ] フォルダびある場合、 

「 XXX 」の最大ま号+ ] のフォルダび作成されます。 

【例】： [101 T 0 SHI ] [102 T 0 SHI ] びある場合一 [103 T 0 SHI ] フォルダび作成さ 
れる 

[XXXTOSHI ] フォルダびない場合、新規に作成されます。 

コマ No . はどち6ち0001か日割り当て6れます。 
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V モードダイヤルを[回]に合わせる 
乙 f MENU ボタンを巧ず 

再生メニューび表示されます。 

ぶ▲▼ボタンで [ DPO 円を選び、►ボタンを巧 
ず 


プリント情報を書を込む 


プリント頒像）したい画像に、枚数指定や日付表示を DPOF 形式（ご付録用語）で設定します 
(静止画のみ)。スマートメディアをお店に持って巧くだけで、簡単にプ I 」ントできます。 


を 

備 


撮 

霞 
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巧 

録 
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去 


斗, ▲▼ボタンで[画像選}尺]を選ひ 、 ENTER 
ボタンを巧ず 




►でお謂面へ 


スライドシヨ- 
>、、ぶサイズ 
ティ 
プ□ミ々卜 


便利に 
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プリント情巧を書を込む-つヴを- 


■5 ノ ▲▼ボタンで[個別選が]または[を選が] 

を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

[個別選択] ..... 1画面ずつ設定します。 

[全選択] ......... いちどにすべての画儘を設定しまず。 

6/が数と日付を設定ずる 

® ◄ ►ボタンで画像を選び、▲▼ボタンで枚数を設定ずる 

枚数は]画面につを最大日目枚まで設定でをます。 

画像選択中に Tele キーを押すと、画像げ画面いっぱいに 
表示され確認でをます。元の画面に戻るには、 Wide キー 
を巧します。 （ Tele キー、 Wide キー:） P .21) 

⑤設定が格了した5 ENTER ボタンを}甲ず 

曰付設定画面び表示されます。 

画像の曰付は写真のち下隅に印刷でさます。 

感▲▼ボタンで[はい]か[いいえ]を選び、 ENTER ボタ 
ンを押ず 

日付を印刷したい場合は[はしリを選び、 ENTER ボタン 
を巧してください。 

日付を設定しない場合は[いいえ]を選び、 ENTER ボタン 
を巧して < ださい。 

「□ P 日 F ファイルを作成しますか？」のメッセージび表示されます。 


画像再生中、いずれかのフォルダび選ばれている場合でを、 

◄ ►ボタンを押すことによって、すべてのフォルダの画像び 
選べます。（フオルダについてご P . 日 2) 

写真に印刷する日付はカメラに設定された日付によります。正し 
い日付を写真に印刷するためには画像撮影をする前にカメラの曰 
付設定をチェックして<ださい。（曰時設定についてご P .1]1) 
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プリント情報を書を込む-つヴを- 


を 

備 


撮 

霞 
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▲▼ボタンで[実行]を選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

DPOF 情報のファイルが作成され、終了すると最初の画 
面に戻ります。 

設定を続ける場合は[巧設定]、 DPOF ファイルを作成せ 
ずに終了する場合は[キャンセル]を選び、 ENTER ボ 
タンを押して < ださい。 

8^ 設定を媛了ずる場合は、▲▼ボタンで[終了] 
を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

設定の確認や解除を行ラときは、手順9に進んでください。 





そ 

の 

他 


巧 
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出 DPOF 


爲5定. 
キャンセル 


便利に 














プリント情巧を書を込む-つヴを- 


9> 操作を選ぶ 


を 


[確認]:設定内容を確認します。 

① ▲▼ボタンで[確認]を選び、 ENTER ボタンを押す 

② 設定を確認後、 ENTER ボタンを巧す 

③ [終了]を選び、 ENTER ボタンを巧す 

[オールク U ア]:設定を消去します。 

①▲▼ボタンで[オールクリア]を選び、 ENTER ボタンを巧す 
霞消去する場含は摸行]を選び、 ENTER ボタンを押す 

はールクリア]をやめる場合は、[キャンセル]を選び、 ENTER ボタンを押してく 
ださい。 

感プ□テクトを解除する場含は[はい]を選び、 ENTER ボタンを巧す 

④ [終了]を選び、 ENTER ボタンを巧す 


備 


撮 

影 


再 

生 


消 


-スマートメディアにすでに DPOF 情報ファイルびある場合、「ファイルを作成し直しますか？」 
のメッセージび表示される場合びあります。[はしリを選択すると、ファイルは上書さされ、既 
存の情報は消去されますので、ごミ主意ください。また、パソコン上で DPOF 情報ファイルを上 
書さし、本力;ラに対応していない値び設定されていた場合を同様です。 

• DPOF お式で設定された画像は自動的にプ□テクトされます。通萬のち法（ご P .1 曰 8) では 
プ□テクト辭除でさません。 

-指定できるプ U ント枚数は9目枚までです。また同ースマートメディア内でプ U ント指定でき 
る画像数は9目日コマまでです。ただし、同ースマート六ディア内で指定でさる最大プリント 
数は10日日日枚までに制限されます。 


去 
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画像をプ□テクトずる 


〇 


m 

備 


撮 

霞 


再 

を 


消 
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画像をあやまって消去しないよラに読み出し専用データにします。このことをプ□テクトといい 
ます。 


スマートメディアのフォーマットを行5と、プ□テクトは無効にな日、画像はすべてミ肖モ 
されます。 

スマートメディア全体をプ□テクトするには、「誤記録防止について」（ご P .34) をご覧く 
ださい。 


/ノ 


モードダイヤルを[回]に合わせる 

最終画像またはサムネール表示が'液晶モニターに表示されます。 

方 MENU ボタンを押ず 

巧生メニューび表示されます。 


そ 

の 

他 


巧 

録 



プロテクトする 


お知5せ•お願い 


便利に 
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画像をプ□テクトする-ごヴを- 


: y ▲▼ボタンで[プ□テクト]を選び、 
►ボタンを巧ず 

設定画面が表示されます。 


中 ◄►ボタンで画像を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

プ□テクトする画像が確定し、画撤の下に[〇で]び表示されまず。 
選択を解除したいときは、もラー度 ENTER ボタンを押します。 

プ□テクトしたい画像び複数ある場合は、この手順を繰り返しまず。 
画像選択中に Tele キーを押すと、画像が画面いっぱいに表 
おされ確認でさます。元の画面に戻るには、 Wide キーを 
押します。 （ Tele キー、 Wide キ ー：) P .21) 




画像再生中、いずれかのフオルタ’び選ばれている場合でち、 ◄ ►ボタンを押すことによって、 
すべてのフオルダの画像び選べます。（フオルダについてご P .92) 


5, ▲▼ボタンで[実行]を選ひ、 ENTER ボタンを巧ず 


プロテクトをやめる場合は[キャンセル]を還び、 ENTER ボタンを巧してください。 
終了するとち生メニューに戻りまず。 

再生メニューをミ肖すには、 MENU ボタンを巧してください。 
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備 
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霞 
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生 
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モ 
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他 



' 巧び、プ□テクト設定画面を表示した場合、すでにプ□テクトされている画像の下には「 同 1 
び表示されます。 

' すでにプ□テクトされている画像を解除したい場合、手順4で設定すれば同時に行えます。 
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画像をプロテクトする-つヴを- 
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// [プ□テクトずる J (D P .106) の手順1か5 3を行う 
2 J < ►ボタンで解除ずる画像を選び、 ENTER ボ 


! i ] 


タンを巧ず 

解除する画像が確定し、画像の下の[[^]が。 
になります。 

解除を取り消したいときはもう一度 ENTER ボタンを巧し 
ます。 

解除したい画像が複数ある場合は、この手順を繰り返します。 




画像再生中、いずれかのフォルダび選ばれている場合でを、 ◄ ►ボタンを巧すことによって、 
すべてのフォルダの画像び選べます。（フォルダについて ご P .92) 


y [プロテクトずる J (D P .107) の手順5を行う 


I あらたに別の画像をプ□テクトしたい場含、手順2で設定すれば同時に行えます。 

’ DPOF お式で設定された画像には[因]]が表示され、プ□テクト解除で定ません。解除する 
ときは、 DPOF 形式の設定を解除します。 （ DPOF 形式の解除：） P .1 日 2) 



02-0009 


(► J フ□テクト 


プロテクトを解除する 


便利に 
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カメラの甚本設定をするモード） 


撮影する画像に対する設定のほかに、本カメラを使用するとさの環境を設定します。このことをセッ 
トアップ （ SET - UP ) といいます。次の項目を設定できます。 

電源の自動オフ/ビープ音/日時設定/液晶モニターの言語選択/ビデオ出力の設定/ 
クオリティ設定/初期設定に戻す 
ここで設定した内容は、電源を切ってを保持されます。 


V モードダイヤルを [] に合わせる 

セットアップニューが表示されます。 



2 j ▲▼ボタンで設定したい頂目を選ぶ 

瞻=オートパワーオフ：）電源を自動オフする （ P .11 日） 

ヴウンド ご ビープ音をならす （ P .1 1 1) □ 

曰時設定ご曰時を設定する （ P .] 11 ) □ 

LANGUAGE ごモニターの 言語を選択する （ P .112)^ 
ビデオ出力 ごビデオ出力方式を設定する （ P .] 1 2) 

クオリティ設定つ画像サイズ、圧縮率を設定する （ P .]]2) 
システム ご 初期設定に戻す （ P .]14) 



を備 


撮該 


再生 


消去 


便利に 


その他 
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カメラの基本設定をずるモード）■つづを- … ぶ— 


: y ►ボタンを巧ず 

タブ ニューが表示されます。 

瞻=曰時の設定ち法つ P .1 ]4 

4ノ ▲▼ボタンでタブメニューの設定を変更し、 

ENTER ボタンを押ず 

変更をやめる場合は、◄ボタンを押してください。 

_5ノ SET - UP メニューを按了ずるとをは、モードダイヤルを切 0 替える 


電源を自動オフする（オートパワーオフ) 


一定時間（初期設定：約]分)、本体に巧して何の操作をない場合、電池の消耗をかなくす 
るため、消費電力を最小限にした状態（電源を切った状態）になります。このことをオー 
トパワーオフ状態といいます。ここでは、オートパワーオフ状態になるまでの時間を設定 
します。自動再生中（ご P .8 曰）や[パ] PC モードの場合、この機能は働きません。 
オートパワーオフ状態から通常の状態に戻るには、 POWER ボタンで再度電源を入れま 
す。 

[1 分](巧期設定） 

に分] 

[3 分] 



を備 
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消去 
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カメラの基本設定をする （0^ モード）-つヴき- 


ビープ音をな6す（サウンド） 


ビープ音を鳴6すかどうか設定します。 

[ ON ] :動作状態、操作によってビープ音を鳴らす（初期設定） 

[ OFF ] :どのような状態でもビープ音を鳴6さない 


日時を設定する（日時設定） 


年月日-時刻を設定します。 

砂は設定でさません。 

V ◄ ►ボタンで、設定したい項目を選び、 
▲▼ボタンで数字を設定ずる 

►ボタンを巧すと、なの順に移動します。 

年一►月一►日一►時一►分一►決定一►キャンセル 
个 1 


2ノ 



[決定]を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

設定をやめる場合は[キャンセル]ボタンを選び、 ENTER ボタンを巧してください。 


準備 


撮霞 


再生 


消去 
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カメラの基本設定をずるモード）-つづき- で 


モニターの言語を選択する （ LANGUAGE ) 


液晶 モニターに 表おされる ニューの 言語を設定します。 
[ English ] :英語 
[日本語] :日本語（初期設定） 

本書では[日本語]で説明しています。 


ビデオ出力方式を設定する（ビデオ出力) 


ビデオ出力のち式をカメラをご使用になる国に合わせて設定します。 
[ NTSC ] : NTSC ち式（ご付録用語）（初期設定） 

[ PAL ] : PAL ち式 （：> 付録用認 


撮影画像のクオリティ/サイズを設定する（クオリティ設定) 


本カメラでは、撮影画像のサイズ3通り、圧縮率3通りの組み合わせの中から、3通りを 
登録することができます。 

V [カメラの基本設定をずる J ( P .109) の手順1 
か62を巧い、[クオリティ設定]を選び、►ボ 
タンを巧ず 

[クオ U ティ設定] x ニューが表示されます。 
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撮霞 
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カメラの基本設定をする （0^ モード）-つヴき- 


2ノ 


▲▼ボタンで設定したい番号を選び、►ボタンか 
ENTER ボタンを巧ず 

サイズ項目び反転表示されます。 


ゾクオ U ティ S 


或 


▲▼ボタンでサイズを設定し、►ボタンか 
ENTER ボタンを巧ず 

クオ U ティ項目が反転表示されます。 



3 , ★★★ 

巧ミ；■’知ンセル 


4ノ ▲▼ボタンでクオリティを設定し、 

手順2の画面に戻ります。 


►ボタンか ENTER ボタンを巧ず 


を備 


撮霞 


再生 


消去 
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カメラの基本設定をずるモード）-つづき 


で 


初期設定に戻す（システム） 


SET - UP ；><ニューの設定を初期設定（ご購入時の設定）に戻すかどラか設定します。 
日時設定、 LANGUAGE は変更されませ/ U 。 


V P .109 の手順1か5 2を行い、[システム] 
を選び、►ボタンを巧ず 

[システム]メニューび表示されます。 



立 ▲▼ボタンで、設定したい頂目を選び、 ENTER ボタンを}甲ず 

[バージヨン情報]:この力^ラのファームウェアの情報を表示します。 

[カード情報] :スマートディアの情報を表示します。 

[リセット] :初期設定に戻ります。 
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3^ ▲▼ボタンで [ LCD 朱]を選び、►ポタンを 
巧ず 

画像と設定画面び表示されます。 

4-^ ◄ ►ボタンで明るさを調節ずる 

◄で暗く（一）、►で明る<〔+)なります。 

[-已]〜 [+ 己]の範囲で調節できます（初期設定：日)。 


5* ENTER ボタンを巧ず 

それぞれのモードに戻ります。 


お晶 モニターの 明るを を 調節ずる 


液晶 モニターの B 月るさを調節します。記録された画像の日月るさを調節するものではありません。 

V モードダイヤルを[回] [ 〇 ] [ mO ] [»^]のいずれかに合わせる 
2 J MENU ボタンを巧ず 

撮影メニューまたは再生メニューび表示されます。 

どち5で設定してち同じです。 
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D に P/Z ボタンと液晶モニターの表巧（再生時） 

画像を再生するとさの液晶モニターの表示を切り替えます。表示を切り替えて、詳細情報（サイズ、 
圧縮率、シャッター速度、絞りなど）を一覧表示したり、ヒストグラムなどを表示できます。 

V モードダイヤルを[囚]に合わせる 
< ►ボタンで画像を選ぶ 
DISP/Z ボタンを巧ず 

DISP / Z ボタンを押すごとに、表示形式が次の順番で切り誓 
ねります。 

標準一 ► 詳細情報一►ヒストグラムー ► 画像のみ 

t I 



□ □□□ 


□ □□□□□ 


DOOODDDD 


DDDDDD 


夙 1 




動画データの場合は、詳細情報、ヒストグラムは表示されません。 


を備 


撮霞 


再を 


消去 


便利に 


その他 


巧録 
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撮影するとさの液晶モニターの表示を切り誓えます。 

//モ- ドダイヤルを [ 〇 ] [ mO ] [»^]のいずれかに合わせる 
2ノ D に p/i ボタンを巧ず 

DISP/i ボタンを巧すごとに、表示形式び巧の順まで切り 
替わります。 

OSD フル表示一 ► OSD 表示オフー ► 液晶モニターオフ 


DOSDDDDDD D OSDQ D D D D □□□□□□□□□日 


• 日 SD 表示オフの状態でボタンを操作すると変更された内容を 2 秒間表示します。 

• 液晶モニターオフの状態では、デジタルズーム機能び強制的に解除されます。 

•動画撮影時、マク□撮影時は、液晶モニターオフでさません。 

•液晶モニターオフの状態では、マニュアル設を、露出補正、絞り値、シャッター速度、フォーカ 
ス設定は変更できません。 





D に p/i ボタンと液晶モニターの表示（撮蔚诗） 


準備 


撮該 


再生 


消去 


便利に 


その他 


付録 
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ファインダーランプのをについて 


5« ファインダーランプの色によって、本体の状態を表わします。 

m トドダィャルの状態にゎて意胁頃なる場合びぁりまず。 



□ □□1 

]□□□□" 

□ □み 

□み 

□ □み 

緑 

点灯 

[0][ m 0][，] 半押しで AE • AF □ックされたとき 
[パ]スタンバイ状態 


点滅 

[0][ m 0][,] セルフタイマー撮影中、手プレ警告四》時 

ホ 

点灯 

[電源日 N 時]スマートディアへ書さ込み中 

撮影はできますが、電源を日 FF にしないでください。 

[r ジ]スマートディアのアクセス中 


点滅 

[0][ m 0] フォーカスび合っていないとき 

穫 

点灯 

-撮影後、信号処理中 
-スト□ボ充電中 
(撮影でさません） 


点滅 

八ードウェアに問題が生じているとさ 


そ 

の 

他 


撮該 


再生 


消去 


便利に 


付録 
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V AV ケーブル（付属品）のプラグをカメラの 
PC / AV 端子に接続ずる 


Z / AV ケーブルのプラグをテレビの映像入力端子に接続ずる 


各国のテレビ出力方式にあわせて NTSC / PAL 方式を切り替えてください。 
陪切り替え方：） P .1 12 



テレビを ffi つて撮影•再生ずる 


テレビで画像を確認しながら撮影したり、テレビで画像を再生することができます。その場合はあら 
かじめ力ラとテレビを接続しておさます。屋内などコンセントがある場所では、 AC アダプターを 
ご使用になることをおすすめします。 




機器の接続を行ラとさは、必ずすベての接続機器の電源を切ってください。電源を入れたまま機 
器の接続を行ラと、画面び乱れたり、正常に画像び表示されないことびあります。 


準 

備 


撮 

謗 


再生 


消去 


便利に 


その他 
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テレビを使って撮影-再まする-つヴを 


で 


m 

備 


撮 

霞 


再 

を 


消 

モ 


y 撮影または巧をする 

操作ち法は液晶モニターでの撮影、再生と同じです。 
臨撮影方法：） P .41 
再生方法つ P .80 


I 撮影前の画儘は再生画像などと比べると、多少不鮮明になります（解像度び低くなります)。 

I 出力方式によって表示装置び異なります。 

I NTSC 方式のとさは、撮影/再生時に液晶モニターとテレビへ同時表示できます。 

I PAL 方式のときは、同時表示できません。ケーブルび接続されている場合はテレビ表示のみとな 
0ます。 

PAL 方式のとさは、画像に黒い枠びつきます。 


便利に 


その他 


巧録 
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去 
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m 
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付属の CD - ROM や USB ケーブルを使って、カメラで撮影した画像をバソコンに取り込むことびで 
さます。 

また、市販の PC カードアダプターや市販のフ□ッピーディスクアダプターを使ってスマートメディ 
アに記録された画像をバソコンに取り込むことちでをます。 （ご P .122) 

詳細は別冊のノくソコンインターフェース取扱説明書をご覧ください。 



'バソコンで使用するとをは、スマートメディア内のフォルダまたはファイル名（画像 
データ）の変更•消'まを行わないでください。カメラでスマートメディアを使用できな 
くなることびあ0ます。 

' スマートメディアのフォーマツトはカメラで行ってください。 

-画像データを編集したいとさは、画像データをパソコンの八ードディスクなどにコピー 
し、コピーした画像データを編集してください。 


パソコンに画像を取0込む 


便利に 
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別売アクセサリー _ — 

別売のアクセヴ U —を使ラと、撮影や画像の処理がさらに便利になります。 

臨*本体とアクセヴ U —の関係つ r 他の機器との接続 （ P .123)」 

詳細は、お使いになるアクセヴリーの『取扱説明書』をご覧ください。（平成] 2年3月現在） 

•スマートメディア （3.3 V 仕様） 

16 MB ( SM - M 1600 D ) /32 M 目 （ SM - M 3200 D ) / 目 4 M 目 ( SM - M 6400 D ) / 
128 MB ( SM - M 1280 D ) 

• AC アダプター (PDR-ACMl J) 


を 

備 

撮 

該 

再 

生 
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去 
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その他 
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他の機器との接続 


r--□. > 

「I . J PC 力ードアダプター(市販品） 

L 回 . > 


スマートメディア 



フ□ツビーディスク 
アダプター(市販品） 


©1 US 巨ケーブル（付属品） 


AV ケーブル 

(付鼠ロロ） 

AC アダプター 

が屍） 


巧 


パソコン 



アプリケーションソフト 
(付属品） 



コンセント 


TV モニター 


を備 


撮霞 


再生 


消去 


便利に 
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記録媒体 

スマート;< ディア 

(3.3 V ) 2/4/8/16/32/64/1 28 IVIB 対応 


圧縮ち式 

JPEG 準拠 

画象ファイルフオーマット 

Exif Ve 「.2.1 準拠 

く静止画モード〉 

標準撮影可能コマ数 

FULL サイズ 
: S 4 日 0 X 160 日ピクセル 
HALF サイズ 
: ] 2日日 X 8 日日ピクセル 

画儘モード 

画憬 

圧縮率 

画像サイズ 

1 コマ最大 
データサイズ 

SMB 

16 MB 

32 M 目 

64 MB 

128 MB 

FINE 

★★★ 

1/5 

FULL 

]已3色 K 巨 

己 

10 

20 

41 

83 

1/4 

HALF 

480 KB 

1 白 

33 

色色 

133 

26色 

1/3.5 

SMALL 

192 K 巨 

41 

82 

16色 

332 

666 

NORMAL 

★★ 

1/7.5 

FULL 

1 024 KB 

7 

]已 

31 

62 

124 

1/6 

HALF 

320 K 巨 

24 

49 

99 

199 

399 

SMALL サイズ 

1/5 

SMALL 

128 KB 

色 2 

124 

249 

499 

999 

: 720 X 48 曰ピクセル 

BASIC 

1/15 

FULL 

曰] 2 K 巨 

1 已 

31 

62 

124 

249 


1/12 

HALF 

1白 0 K 巨 

49 

99 

199 

399 

799 


★ 

1/10.5 

SMALL 

巨 4 K 巨 

124 

248 

498 

998 

1998 

く動画モード> 

画像モード 

画像圧縮率 

画像サイズ 

1 フレーム 
データ サイズ 

1ク U ップ 
最大撮影時間（秒） 

標準動画撮影時間 

FINE 

1/10 

FULL 

16 KB 

30 

FULL サイズ 

★★★ 

1/7 

HALF 

6 KB 

90 

: 32日 X 240 ピクセ J レ 

NORMAL 

1/14 

FULL 

11 KB 

4已 

HALF サイズ 
: ] 目日 X ] 20ピクセル 

★★ 

1/10 

HALF 

4.已 KB 

120 

BASIC 

1/19 

FULL 

8 K 巨 

60 


★ 

1/14 

HALF 

3 K 巨 

180 

互換ルール 

DCFVer 1.0 準拠 


I ■■ミ 

樣 

仕 


靴 


を備 撮該 再生 消去便利にその他 
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仕様-つヴを- 


撮儘素テ 

1/1. 8インチ CCD センサー（総画素数：約420万画素） 

撮像感度 

ISO 100/200/400相当 

レンズ 

光学 2.8 倍ズームレンズ F2.9-F4.8 

焦点距離 

7. 2已 mm- 20.3 mm (3 已 mm 力方ラ換算3己 mm-98mm 相当） 

ファインダー 

実像式ズームファインダー 

オート フォー カス 

TTL 方式 AF、 焦点調整範囲： 0.1日 m 〜〇〇 (ワイド側） 

検出方式：コントラスト検出方式（検出時フレームレート3日 Hz) 

露出制御 

測光方式 

スポット測光、平巧測光 

制御ち式 

プ□グラム AE、 絞り優先 AE、 シャッター速度優先 AE 

露出補正 

-2.0EV か 6+2.0EV (0 .已 EV 単位） 

絞0 

F2.9 — F8 自動切り誓え、マニュアル切り誓え可能 

シャッター速度 

1店〜]/ 1 日日日秒（電テシャッター、メカニカルシャッター併用） 

長時間撮影時最長 1 已秒 

ホワイトバランス 

自動 

マニュアル設定切り誓え可能（日モード） 

撮影範囲 

標準 

約 80cm 〜〇〇 

マクロ 

約 lOcm 〜〇〇 (ワイド側）、約2已 cm 〜〇〇厅レ側） 

セルフタイマー 

タイマー時間2秒/1日秒切0誓え 

内蔵 

スト n ボ 

発光モード 

オート（低輝度時自動）/赤目軽減強制発光/強制発光/発光禁止 

撮影範囲 

約 0.8 〜 3.0m (ワイド側、感度 X2 時） 


- J が - 















仕様-っづを- 


曰付-時刻 

画像データに同時記録 （Exif ファイルフォーマット） 

自動カレンダー機能 

203日年まで自動修正 

液晶モニター（*1) 

1.已インチ低温ポリシリコン TFT 液晶 （1 17巨0日画素） 

1 Lp-H 胖 7 

DC IN 日V端子 

DC 曰V 

人出刀辄ナ 

AV/PC 端子 

AV ケースレ/ US 目 ケーブル対応（使用はどちらか一方） 

電源 

単3電池4本（アルカリ、ニッケル水素または U チウム電池） 

または別売の AC アダプター (PDR-ACM1J ) を使用 

使用環境 

温度 

十日む〜+4日で（動作時）/-2日む〜+目日で（保剧寺） 

湿度 

30-80% (動作時）結露しないこと 

外形寸法 

107X71 X47mm (幅/高さ/奥行き）突お部を除く 

質量 

約240呂（付属品、電池、スマート方ディア含まず） 


* ] 液晶モニターは非常に高精度の技術で作られておりますが、微細な斑点が現れること 
があります。故障ではありませんので、そのままお使いください。 
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仕様-つヴを- 


AC アダプター （ PDR-ACM1J) ( 別売 ) 


電源 

AC100V 已 0/60HZ 

定格入力容量 

18VA 

定格出力 

DC 曰V ] .己 A 

使用温度 

日で〜十40で 

保存温度 

-1ぴむ〜十7日で 

外形寸法 

48X 吕巨 X70mm (幅X高さX奥行き） 

質量 

約100呂 

接続コード長さ 

約 2m 


仕様-性能は、予告なく変更することびありますのでご了承ください。 


便利に 


その他 
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ライトプ□テクトカードです ー スマートメディアび誤記録防止状態になっている 


電池残量わずか 


_ 

カードエラー 

[コ 

点滅 

電池残量なし（電源が入5ない） 

スマートメディアび壊れてし、る 
未対応スマートメディアび挿入された 

カード蓋び開いています 

- 

スマートメディアカバーび開いてし、る 

カードが一杯です 

表示0 

スマートメディアの空を容量びないので、記録でさなし、 

カードがあ0ません 

- 

スマートメディアび入っていない 
入っている向さび間違ってし、る 

カードび初期化されていません 

- 

スマートメディアび初期化されていない 
フオーマツト異常 

フオーマツトを実行^しますか？ 

- 

スマート;<ディアびフォーマツト(初期化)されていない 
フォーマツト異常 

コマ No. び一杯です 

- 

コマ N 日.び99目-目99目に達している 

プ□テクトされています 

- 

画像げプ n テクトされている 

対象画像びあ0ません 

- 

リサイズ、クオリティなどの機能のとさに対象となる 
画儘び存在しない 

カード容量不足です 

- 

コピー時にコピー先のスマート;< ディアに十分な 
空を容量びない 


フオー マット エラーです - コピー時に、コピー 先のスマートメディアの フオー マット異常 


を]電池残量少し減った 


液晶モニターや液晶表示部には、次のよラな警告を表わすメッセージやアイコンび表示されます。 


液晶モニターに表示される警告 • 


その他 


便利に 














液晶モニターに表示される警告-メッセージ-つヴを- 


□ □み々 

□ 日々 

□□□□□□み 

□ □□□パ 

フオルダーエラーです 

- 

コピー時に、コピ-■先のスマート^ディアの空さフォルダ 
びない 

DP 日 F ファイルを作成し直しま 
すか？ 

- 

DP 日 F 設定ファイルにヴポートできないパラメータげ存在 
する 

カード蓋を閉じてください 

- 

スマート;<ディアカノ（一を閉じる必要びある 

ファイル Na び一杯でず 

- 

DP 日 F 設定時、最大設定可能画像数を超えた場合 
(9 目目コマまで） 

画像びあ0ません 

- 

スマート;<ディアに画像が何も記録されていない 

DP 日 F エラーです 

- 

DP 日 F 設定ファイルにサポートでさないパラメータび 
を在する場を 

全てのプ□テクトを解除します 
か？ 

- 

DP 日 F 設定ク U アー時、 DP 日 F プ n テクトを解除する 
かどラかの確認 

レンズカバー 

- 

ズームレンズび正しくセットアップでさていない 
レンズキャップび付いにままになっていないか 
確認後、再度電源を入れ直ず 

図 

- 

本力^ラではサポートしていない画儘を再生した場含 

ERROR ホホ本 

- 

力方ラに何5かの問題び生じている可能性びあります。 
サポートセンターにご連絡ください（卷末参照） 

測)） 

- 

シャッター速度び遅く手ブレを発生しやすい 


- J29. 
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故障かな？と思った 6 


液晶モニターに表示される警告（ご P.128)、 ファインダーランプの色（ご P.118) などを確認す 
るとともに、次の項目をお調べください。 



□ □み 


uuui 

電源が入らない 

電池び消耗している 

-新しい電池と交換する 

P ぶ已 

AC アダプターの電源プラグげ 
コンセントからはずれている 

-電源プラグをコンセントに差し込む 

P.28 

電源び途中で切れる 

電池び消耗している 

-新しい電池と交換する 

P.2 已 

電池の消耗び早い 

溫度び極端においところで使っている 

-電池をポケツトなどに入れて温かくし 
ておき、撮影の直前にカメラに取り付ける 

P.16 

端子びミちれている 

-電池の端テ部分を乾いたきれいな巧で 
拭< 

- 

電池の寿命 

-新しい電池と交換する 

P.2 巳 

シャッターボタン 
を押しても撮影で 
さない 

スマート;><ディアび入っていない 

-スマート;><ディアを入れる 

P.31 

スマート;>< ディアを入れる向さび 
間違っている 

-スマート^ディアを正しし''向さに入れる 

P.32 

スマート;>< ディアに空さ容量 
がない 

-新しいスマートメディアを入れる 
•撮影した画像を消去したり、サイズや画質 
を変更し、空さ容量を増やす 

P.31 
P.87 
P.94 
P.9 巨 

スマート;><ディアび誤記録防止 
状態になっている 

•誤記録防止状態を解除するか、新しい 
スマートメディアと交換する 

P.34 

スマート;>< ディアがフオーマット 
されていない 

-フオーマツトすみ 

P.91 

スマート^ディアが壊れている 

-新しいスマート;ディアを入れる 

P.31 

オートパワーオフ磯能び働いている 

-電源を入れなおす 

P.1 10 
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故障かな？と恩 I つた 6 -つヴを¬ 


□ □み 

□ □み 

スト□ボ撮影でさ 
ない 

モードダイヤルの位置びずれている 

スト□ボ発光禁止に設定されている 

充電中にシャッターボタンを巧した 

スト□ボの充電び 
でさない 

スト□ボ発光禁止に設定されている 

電池び消耗している 

再生でさない 

指定されたフオルダに画憬びない 

スト□ボび発光した 
のに再生画像び暗い 

被写体び遠い 

再生画憬びぼけて 
いる 

レンズび巧れている 

ピントび合っていない 

スマートメディアの 
フオ ー7 ツトだでさなし、 

スマートメディアび誤記録防止 
状態になっている 

コマび消までさない 

フ□テクトされている 

スマートメディアび誤記録防止 
状態になっている 

ボタンを操作しても 
作動しない 

カメラの誤動作 

モードダイヤルの設定位置びずれている 

才ートパワーオフ状態になっている 


- パ J- 


消 

去 


再 

生 


撮 

影 


準 

備 


-モードダイヤルを正しい位置に設定する_一 _ 

-スト□ボをオート、赤目軽減、強制発光のい P 胃 
ずれかにする _ ド.。 b 

•充電び完了してから、シャッターボタンを巧す P.118 

•スト□ボをオート、赤目軽減、強制発光のい D 
ずれかにする 

■新しい電池と交換する_ P.2 已 

-再生するフオルダを指定する P.92 

-被写体に近づく（約 0.8 〜 3.0 m (ワイド側）） P. 已目 

-レンズを清掃する 一 

•被写体までの距離に応じて、 FOCUS の設定 PP -.' 

を行ラ _ 卜 

-誤記録防止状態を解除する P.34 

-プ□テクトを解除する P. 10 召 

- DP 日 F の設定を解除する P.102 

-スマートメディアの誤記録防止状態を解除する P.34 

•電源を切り、電池をいったん取りはずし、 

再び取り付けてから操作する - 

-モードダイヤルを正しい位置に設定する 一 

- POWER ボタンで再度電源を入れます。 P .1 10 
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故障かな？とおった 6 -つヴを- 
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□ □み 

□ □み 

□ □□□み 


液晶モニターを 
日!^こしても何も 
表巧されなし^ 

PC モードになつている 

-撮影、再生のモードにする 

P41 

P 已8 
P7 已 
P80 

設定した曰時び 
消えている 

電源を入れたまま、電池と 

AC アダプターの両方をはずした 

-曰時の設定をや0直す 

P .1 11 
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• AF/AE 

AF (オートフオーカス）…自動でピントを合ね 

十十;^;^宫ヒ 

AE …自動で露出（絞りやシャッタースピード） 

を合わせる機能。 

AF/AE □ック…ピントと露出を固定すること。 

♦DCF(Desi 邑 n rule for Camera File System) 

J 曰 DA (曰本電子工業振興会）で制定されたデジ 
タルカメラ同±やデジタルカ;< ラとプ U ンタ間で 
データを交換する際に必要な、ファイルシステム 
の規格。；<モリーカードなどのディア内に画像 
ファイルを記録する際の階層やファイル名などび 
規定されている。 

• DPOF お式 (Digital Print Order Format) 

プ U ントのための情報を直接スマート^ディアに 
書さ込むための規格。このあ式に対応したファイ 
ルは、 DP 日 F お式対応のプI」ンタやラポプ U ント 
サービスで簡単にプリントでさる。 

• Exif ファイルお式 
(Exchangeable Image File Format) 

J 曰 DA (曰本電子工業振興会）に承認されたデジ 
タルスチルカメラ用のカラー静止画像フオー マッ 
卜。 」PEG に準拠。 TIFF や JPEG と互換性びあ 
り、一般的なパソコン向け画像処理ソフトウェア 
で利用することびでさる。 
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用語-つヴを- 


参フオーマット 

スマート^ディアの内部を、データを記録ずるた 
めのおにすること（初期化とちいラ）。 

♦ 露ホ補正 

画面の中にきわめて明るいわのや暗いものびある 
とき、力^ラび自動的に明るさを調節するた奴、 
目的の被写体び暗くなったり、明るくなったりす 
る。これを補正すること。 

• PRINT Image Matching 

PRINT Image Matching とは、この機能を搭 

載したデジタルスチルカメラと対応プリンタを組 
み合わせて使用することで、きれいな印刷を簡単 
に実現することのでさるシステムです。デジタル 
スチルカ^ラでの撮影時に写真データにプリント 
コマンドび付加され、プリンタは、このコマンド 
にしたびって印刷します。これによ 0 デジタルス 
チルカ方ラび意図したとおりの最適な色含いで印 
刷でさます。 
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原証書 I 

保証書はお買い上げ店で所定事項の記入、および記載内容をお確かめの上、大切に保存し 
て < ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターヴーピ文 

調子が悪いときはまず取扱説明書をご覧になりながら、お調べください。 

ご「故障かな？と思ったら」 （P.130) 

それでち調テが悪いときはお買い上げ店またはサポートダイヤルにご相談ください。 

〇 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書をご覧ください。 

〇 保証期間後の修理 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。 

〇 修理部品の保有期間 

補修用部品は、製造巧ち切り後8年を饭やすに保有しておりますので、この期間中は原 
則として修理をお引さ受けいたします。 

冷 修理を依頼されるときは次のことをお知 5 せください 
•型名： PDR-M81 (Allegretto M81) 

•故障の状況（でさるだけ詳しく） 

.ご購入年月日（保証書をご覧ください） 

-お名前 
-ご住所 
• 重日舌苗5 
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23552016 


株式を社 まま 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
□ □□□□□□□□□□□□□□□ 0120 -1048-41 Q □□□□□□□□み 
Q Q □日日 PHS 日日日日日日日 03-3426-1048 み 
FAXQ 03-3425-2101 Q 365 Q Q 8:00 Q 20:00 Q Q Q み 

□ □ □ □ □ □ 365D D 24D D D D ^ 

□ DDDDDDDDDDDDDDPHSD □□□□□□□□□□□□□□□□□□A 


□ AllegrettoD □□□□□□□□□□み 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 

AllegrettoD □□□□□□□□ (03)3258-0467 

□ □□□ □ □□□10:00[] 12:00 13:00[] 17:00 Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q み 
Allegretto Q Q Q Q Q Q Q http :// www 2. toshiba . co . jp / d _ came / 
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